
感
染
対
策
で

マ
ス
ク
着
用
が

推
奨
さ
れ
て
２

年
半
、
日
本
で

は
い
つ
ま
で
こ

の
状
態
が
続
く

の
か
…
▼
私
は
厚
労
省
が
示
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
、今
夏

か
ら
屋
外
で
人
と
の
距
離
が
確

保
で
き
る
場
合
に
マ
ス
ク
を
外

し
、
息
子
に
も
そ
の
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
数
年

を
マ
ス
ク
着
用
で
過
ご
し
た
小

学
生
の
息
子
は
、マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
に
非
常
に
ナ
ー
バ
ス
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。理
由
を
た

ず
ね
る
と「
人
前
で
顔
を
出
す

の
が
怖
い
」
と
話
す
。
ま
た
、

中
学
生
の
息
子
に
よ
る
と
、先

生
が
体
育
の
授
業
で
は
マ
ス
ク

を
外
す
よ
う
指
導
し
て
も
、女

子
生
徒
は
ご
く
一
部
を
除
き
マ

ス
ク
を
意
地
で
も
外
さ
な
い
そ

う
だ
。こ
ち
ら
も
理
由
を
た
ず

ね
る
と
、「
素
顔
を
見
せ
る
の

が
恥
ず
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」と
話
す
▼
最
近
は
「
マ
ス

ク
は
顔
パ
ン
ツ
」
な
ん
て
言
葉

も
あ
り
、マ
ス
ク
生
活
が
定
着

し
て
い
る
。長
引
く
マ
ス
ク
生

活
は
、自
分
の
顔
を
出
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
作
り
出
し
た
。

マ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
な
目
的
で

装
着
す
る
の
か
、我
々
、医
療

従
事
者
か
ら
こ
の
状
況
を
正
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
感

じ
る
。（
Ｓ
）
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オンライン資格確認システム
加算点数の変更点

症例研究  

東京都福祉保健局に要請

経営・税務相談Q＆A　No.397

　コロナ対応・都立病院独法化など8項目

　税務調査　傾向と対策

インボイス制度の正体　
　制度の概要と影響　荒川  俊之 (税制経営研究所） 

第３回メディア懇談会

金銀パラジウム合金等　引き下げ

I n t e r v i e w

歯科は“ディスインフレーション”状態

オクネット代表
歯科ジャーナリスト

東洋経済新報社
編集局報道部記者

　穿孔の封鎖、CAD/CAM冠、初期の根面う蝕に対するF局

社会保険診療報酬支払基金 理事

「
義
務
化
」は
撤
回
を

　「コロナを越えて・健康寿命を延ばそう！－医科と歯科の力で！！－」をテーマに東京保険医　「コロナを越えて・健康寿命を延ばそう！－医科と歯科の力で！！－」をテーマに東京保険医
協会と共催する都民向けのイベントです。「保険医協会 健康まつり2022」特設ホームページに協会と共催する都民向けのイベントです。「保険医協会 健康まつり2022」特設ホームページに
て開催情報を随時更新中。準備の裏側を発信するスタッフブログも人気です。ぜひご覧くださいて開催情報を随時更新中。準備の裏側を発信するスタッフブログも人気です。ぜひご覧ください
（（関連記事＝７面関連記事＝７面））

10月23日（日）開催！ 「保険医協会 健康まつり2022」　

　
協
会
は
既
に
、
理
事
会
声
明

や
経
営
管
理
部
長
談
話
で
「
義

務
化
反
対
」
の
立
場
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
に
関
し
、
協
会
が
問
題
と

す
る
点
は
主
に
３
点
あ
る
。

補
助
金
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
導
入
へ
誘
導

　
ま
ず
１
点
目
は
、
補
助
金
と

そ
の
期
限
を
示
し
、
シ
ス
テ
ム

導
入
に
誘
導
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　
会
員
か
ら
は
「
業
者
か
ら
、

９
月
末
ま
で
に
申
し
込
ま
な
い

と
補
助
金
が
お
り
な
い
と
言
わ

れ
た
が
本
当
か
」
な
ど
不
安
の

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
時
点
に
お
け
る
補
助
金
支

給
の
流
れ
は
、
①
12
月
末
ま
で

の
間
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
申

し
込
み
、
②
23
年
2
月
末
ま
で

に
シ
ス
テ
ム
業
者
と
契
約
を
結

び
、
③
同
年
3
月
末
ま
で
に
シ

ス
テ
ム
運
用
準
備
を
完
了
し
た

場
合
に
、
④
42
・
９
万
円
を
上

限
に
支
払
う
―
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　
本
年
９
月
18
日
現
在
で
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
都
内
の
歯
科
医
療
機

関
は
約
４
千
施
設
あ
り
、
全
国

で
は
５
万
６
千
施
設
も
の
医
療

機
関
等
が
申
し
込
み
を
行
っ
て

い
な
い
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
医
療
機
関

等
が
23
年
３
月
末
ま
で
に
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
完
了
で
き
な
い
原
因

は
、
政
府
の
導
入
予
測
や
こ
れ

ま
で
の
導
入
実
績
な
ど
か
ら
み

て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
〝補
助
金
〞
が
持
つ
イ

メ
ー
ジ
を
利
用
し
、
締
め
切
り

を
殊
更
に
強
調
し
、
ま
る
で
早

い
者
勝
ち
で
あ
る
か
の
よ
う
に

医
療
機
関
を
あ
お
る
よ
う
な
や

り
方
は
問
題
が
あ
る
。

　
補
助
金
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

導
入
費
用
を
す
べ
て
賄
え
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
、
23
年
４
月

以
降
に
閉
院
し
た
場
合
で
も
減

価
償
却
期
間
に
応
じ
て
返
金
が

必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
、
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。

必
要
性
に
疑
問
符
や
デ
メ
リ
ッ

ト
も
目
立
つ

２
点
目
は
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
も
の
の
、
極
め
て
限
定
的
で

　
政
府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
進
め
る

中
、
協
会
に
は
「
必
ず
導
入
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
」
な
ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
協
会
で
は
「
原
則
義
務
化
反
対
」
の
立
場
で
会
員
各
位
に
署
名
の
協
力
を
訴
え
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
願

い
た
い
（
関
連
記
事
＝
２
面
）。

あ
り
、
根
本
的
に
は
医
療
機
関

に
も
患
者
に
も
、
か
な
ら
ず
し

も
必
要
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。
既
に
導
入
さ
れ

て
い
る
歯
科
医
療
機
関
で

は
、「
カ
ル
テ
に
自
動
で
入
力

し
て
も
ら
え
る
」
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
患
者
数
が
１
日
平

均
20
人
を
切
る
よ
う
な
個
人
立

の
歯
科
診
療
所
で
は
、
自
動
転

記
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
少

な
い
。
資
格
喪
失
後
の
受
診
等

に
よ
る
返
戻
率
は
、
わ
ず
か
０

・
27
％
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
メ

リ
ッ
ト
は
極
め
て
少
な
い
。

　
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う

か
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
、
顔

認
証
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合

や
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
で
失
敗
し

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

た
場
合
な
ど
は
、
手
動
モ
ー
ド

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写

真
と
患
者
本
人
を
目
視
で
照
合

す
る
。
こ
の
時
、
受
付
が
カ
ー

ド
を
手
に
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
紛
失
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
る
。
ま
た
、
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
健
康
保
険
証

と
の
新
た
な
紐
付
け
を
半
ば
自

動
的
に
行
っ
て
し
ま
う
た
め
、

い
っ
た
ん
紐
付
け
さ
れ
た
健
康

保
険
証
は
、
再
度
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
苦
情
に

発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の

健
康
保
険
証
の
利
用
で
不
便
さ

を
感
じ
て
い
な
い
中
で
、
新
た

な
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
可
能
性
を

持
ち
込
む
こ
と
こ
そ
が
、
最
大

の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
。

10
月
か
ら
、
75
歳
以
上
で
一

定
の
所
得
が
あ
る
患
者
の
負
担

割
合
が
、
１
割
か
ら
２
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
負
担
軽
減
の

配
慮
措
置
が
取
ら
れ
て
は
い
る

が
、
物
価
高
騰
や
年
金
支
給
額

の
減
額
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か

で
は
、
医
療
へ
の
影
響
は
避
け

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
配
慮
措
置

も
設
け
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

３
年
間
の
期
間
限
定
と
な
っ
て

お
り
、
永
続
す
る
も
の
で
は
な

く
、
配
慮
措
置
そ
の
も
の
が
複

雑
な
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

会
員
や
窓
口
業
務
を
担
当
す
る

医
療
事
務
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は

75
歳
以
上
の
負
担
割
合
２
割
化

「
複
雑
す
ぎ
る
」
と
困
惑
の
声

保
険
医
と
し
て
選
択
の
「
自
由
」

が
な
い

３
点
目
は
、
導
入
し
な
い
と

い
う
選
択
の
「
自
由
」
が
保
険

医
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
今
後
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
協
会

は
、
そ
の
方
向
に
反
対
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｉ

Ｔ
化
等
は
強
制
的
に
行
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
歯
科
保
険
医

一
人
ひ
と
り
の
自
由
意
志
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
政
府
も
そ
れ
が
わ
か
っ
て

い
る
た
め
、「
原
則
義
務
化
」

と
し
て
強
制
的
に
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
罰
則
も
盛
り
込

み
つ
つ
導
入
す
る
こ
と
は
、
保

険
医
へ
の
恫
喝
に
も
等
し
い
問

題
で
あ
る
。
保
険
医
と
し
て
の

「
自
由
」
を
奪
わ
れ
る
こ
と

は
、
今
後
に
大
き
な
問
題
、
禍

根
を
残
す
と
思
わ
れ
る
。

12
月
の
中
医
協
を
義
務
化
撤
回

の
契
機
に

　
厚
生
労
働
省
は
本
年
12
月
に

中
医
協
を
開
催
し
、
導
入
の
状

況
に
つ
い
て
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、「
地
域
医
療
に
支
障
を

生
じ
る
等
、
や
む
を
得
な
い
場

合
の
必
要
な
対
応
」
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
協
会
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
さ
ず
に
重
視
し
、
国
会
議
員

や
政
府
へ
の
要
請
を
行
い
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

義
務
化
撤
回
に
向
け
た
運
動
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
署
名
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ぜ
ひ
、
先
生
方
お
一
人
お

ひ
と
り
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
。

「
複
雑
す
ぎ
る
」
と
の
困
惑
の

声
も
多
数
出
て
い
る
。
窓
口
負

担
割
合
の
変
更
に
対
す
る
患
者

の
質
問
や
意
見
に
つ
い
て

は
、
厚
労
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
電
話
０
１
２
０
‐
０
０
２
‐

７
１
９
）
に
直
接
問
い
合
わ
せ

て
も
ら
う
と
良
い
。

10
月
３
日
に
臨
時
国
会
が
開

か
れ
る
見
通
し
で
あ
る
が
、
協

会
は
２
割
化
の
中
止
を
求
め
、

引
き
続
き
国
会
議
員
等
に
要
望

し
て
い
く（
関
連
記
事
＝
３
面
）。

保険医協会　健康まつり
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理事会
声明

オンライン資格確認システム
導入の義務化撤回を

中
医
協
総
会
で
、
医
療
等
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
導
入
が
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
原
則
義
務
化

さ
れ
る
方
針
案
が
了
承
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
さ
れ

た
。こ

の
義
務
化
は
、
療
養
担
当
規
則
に
お
い
て
紙
レ
セ
プ
ト

請
求
以
外
の
医
療
機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

の
体
制
整
備
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
の
変

更
、
補
助
金
の
内
容
を
見
直
し
て
体
制
整
備
を
強
制
す
る
内

容
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
普
及
率
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
政
府
・

行
政
は
、「
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用
加
算
」
か
ら
「
医

療
情
報
・
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
」
に
10
月
か

ら
再
編
す
る
な
ど
、
医
療
機
関
か
ら
提
供
す
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
へ
の
対
価
で
あ
る
べ
き
診
療
報
酬
の
在
り
方
を
歪
め
た
。

現
在
、
全
医
療
機
関
に
お
け
る
運
用
段
階
に
至
っ
た
割
合

は
現
状
26
％
、
医
科
診
療
所
で
は
17
・
５
％
、
歯
科
診
療
所

で
は
18
・
１
％
で
あ
る
。
２
０
２
３
年
３
月
末
ま
で
に
義
務

化
と
な
れ
ば
、
そ
の
導
入
準
備
は
困
難
を
極
め
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
医
療
機
関

か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
さ
や
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
、

院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
障
害
、
患
者
へ
の
窓
口
対
応
、
医
療

機
関
で
の
導
入
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
問
題
も
指

摘
さ
れ
る
な
ど
、
問
題
点
は
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

ほ
か
に
も
訪
問
診
療
や
生
活
保
護
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応

も
で
き
て
お
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
改
善
が
行
わ
れ
な
い
状
況
で

は
、
導
入
を
義
務
化
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
上
が

っ
て
い
る
。

政
府
・
行
政
は
場
当
た
り
的
な
施
策
に
よ
っ
て
医
療
機

関
、
ま
た
国
民
に
負
担
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍

で
疲
弊
し
た
医
療
機
関
等
の
立
て
直
し
に
向
け
て
施
策
す
べ

き
だ
。
医
療
機
関
と
国
民
に
疑
念
を
抱
か
せ
た
こ
と
に
猛
省

を
促
し
た
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
の
義

務
化
の
撤
回
を
求
め
る
。

２
０
２
２
年
９
月
８
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

第
10
回
理
事
会

問
診
票
の
整
理
や
HP
等
へ
の
掲
載
が
必
須
に

「
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活

用
加
算
」が
廃
止
さ
れ
、
10
月

か
ら
「
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム

基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
」
が

新
設
さ
れ
る（
表
１
）。

初
診
時
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
診
療
情
報
等
を
取
得

し
た
場
合
は
７
点
か
ら
２
点
に

引
き
下
げ
ら
れ
、被
保
険
者
証

で
資
格
確
認
を
行
っ
た
場
合
は

３
点
か
ら
４
点
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。再
診
時
は
、加
算
が
な

く
な
っ
た
。

施
設
基
準
が
変
更
さ
れ
た
た

め
、
今
ま
で
加
算
を
算
定
し
て

い
た
医
療
機
関
は
、
院
内
掲
示

の
変
更
だ
け
で
な
く
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
へ
の
掲
示
も
必
要
と

な
る
。
自
院
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
な
い
な
ど
の
場
合
は
医
療
機

能
情
報
提
供
制
度
等
へ
の
掲
載

を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
東
京

都
に
お
い
て
は
東
京
都
医
療
機

関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ

り
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
掲

載
方
法
な
ど
不
明
な
場
合

　協会は、会員署名を行っています。署名用紙はFAXでお手
元にお送りしています。当会にFAX番号の登録がない方は、
協会ホームページからダウンロードして、ご協力くださるよう
お願いいたします。署名は、ゴム印でも可能です。当会に
FAX（03-3209-9918または03-3209-9936）でご返信ください。
　また、右側のQRコードを読み込んでいただくと、WEB署
名をご利用いただけます。さらに、義務化に関するアンケー
トも実施しています。あわせてご協力をお願いいたします。
◆署名、アンケートの実施について 
実施期間：随時受付中 ※実施期間を延長しました。 
実施方法：Googleフォーム、FAXによる署名及び回答

区分 点数や要件

初診時に
限る

被保険者証を利用した場
合

医療情報・システム基盤整備体制充実加算１
【４点】※１

マイナンバーカードで診
療情報等を取得した場合

医療情報・システム基盤整備体制充実加算２
【２点】※２

施設基準　※３
（厚生局への届出は不要）

①オンライン請求
②オンライン資格確認
③次の事項を見やすい場所およびホームページ等に
　掲示※４
　(ア) オンライン資格確認の体制を有していること
　(イ) 受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要
　　　な診療情報を取得・活用して診療を行うこと

※１：患者が診療情報の取得に同意しない場合、破損などによりマイナンバーカードが使用できない 場合や
　　カードの利用者証明用電子証明書が失効している場合も含む。
※２：他の医療機関から診療情報の提供を受けた場合や患者の診療情報がない場合も含む。
※３：医療機関等向けポータルサイトで運用開始日の登録を行い、実際に運用した日から算定する。
※４：「ホームページ等に掲載」とは、①保険医療機関のホームページへの掲載、②自治体、地域歯科医 師会等
　　のホームページまたは広報誌への掲載、③医療機能情報提供制度等への掲載、などが該当する。

表１：医療情報・システム基盤整備体制充実加算の算定要件（10月以降）

問診票の項目

・ マイナ保険証による診療情報取得に同意したか
・他の医療機関からの紹介状を持っているか
・本日受診した症状について（症状の内容、発症時期、経過 等）
・現在、他の医療機関に通院しているか（医療機関名、受診日、治療内容 等）
・現在、処方されている薬があるか（薬剤名、用量、投薬期間 等）　※１
・これまでに大きな病気（入院や手術を要する病気等）にかかったことがある
　か（病名、時期、医療機関名、治療内容 等）
・この１年間で健診（特定健診及び高齢者健診に限る）を受診したか（受診時
　期、指摘事項 等）※２
・これまでに薬や食品などでアレルギーを起こしたことがあるか（原因となっ
　たもの、症状 等）
・現在、妊娠中または授乳中であるか（妊娠週数等）　※３

上記以外に
問診票等に

記載が必要なもの

当院は診療情報を取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めてい
ます。正確な情報を取得・活用するため、マイナ保険証の利用にご協力をお願
いいたします。
◆医療情報・システム基盤整備体制充実加算（初診時） 
加算１：４点、加算２：２点（マイナ保険証を利用した場合）

※１：情報取得に同意した患者については、直近１カ月以内の処方薬を除き、記載を省略可能
※２：情報取得に同意した患者については、記載を省略可能
※３：女性のみ

表２：初診時の標準的な問診票の項目など

協
会
は
９
月
１
日
、１
級
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
技
能
士
の
浅
津
誠
氏（
富

国
生
命
）を
講
師
に
迎
え
、共

済
研
究
会「
公
的
保
障
と
控
除

を
活
用
し
た
節
税
術
」を
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
と
協
会
会
議
室
に
て
開

催
し
た
。

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
・
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

活
用
法
等
も
解
説

講
演
は
、
歯
科
医
師
と
し
て

リ
ス
ク
へ
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
べ
き
か
、
家
庭
と
職
場
（
医

院
）
の
２
つ
の
責
任
の
考
え
方

を
中
心
に
実
施
。
日
本
の
公
的

年
金
制
度
や
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
・

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
活
用
し
た
節
税
の

ポ
イ
ン
ト
、
死
亡
時
の
必
要
保

障
額
は
、
遺
族
の
保
障
と
経
営

者
と
し
て
の
保
障
の
両
面
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
働

け
な
く
な
っ
た
時
の
保
障
は
傷

病
手
当
と
医
院
へ
の
補
填
を
分

け
て
合
理
的
に
考
え
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
内
容
だ
っ
た
。

保
険
と
年
金
の
在
り
方
を

考
え
る
こ
と
が
重
要

参
加
者
は
開
業
し
た
ば
か
り

の
30
代
か
ら
、引
退
を
考
え
は
じ

め
る
60
代
後
半
ま
で
幅
広
い
世

代
で
、講
演
後
に
は
各
年
代
か
ら

質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。将
来
を
見

据
え
た
保
険
と
年
金
の
在
り
方

を
考
え
る
こ
と
が
、歯
科
医
師
と

し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

し
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
習
会

と
な
っ
た
。

共　済
研究会

知識と
技術を
高める
東京歯科保険医協会

研究会・行事の

ご案内は４・５面

２
つ
の
側
面
か
ら
の
保
障
が
肝
心

「
公
的
保
障
と
控
除
を
活
用
し
た
節
税
術
」
開
催

税
術
」
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
導

入
が
２
０
２

３
年
４
月
よ

り
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く

の
先
生
方
は
、
導
入
に
向
け
て
動
き
始
め

て
い
る
と
思
う
。
で
は
４
月
以
降
、
実
際

に
受
付
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
ち
ら
の
苦
労

と
は
裏
腹
に
何
も
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
？
そ
れ
は
、
現
状

の
健
康
保
険
証
（
以
下
、「
保
険
証
」）
に

対
し
て
、
患
者
さ
ん
の
不
満
の
声
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
は
非

常
に
少
な
い
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
だ
。

そ
も
そ
も
、
現
時
点
に
お
い
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
利
便
性
を
感
じ
る
の

“オン資”システム導入義務化の行く末

杉島 康義 （すぎしま ・ やすよし） ／町田市開業

会員寄稿 「声」

は
、も
っ
ぱ
ら
確
定
申
告
を
行
う
人
な
ど
、

一
部
の
人
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
と

の
紐
付
け
利
用
申
込
み
が
「
便
利
」
だ
か

ら
で
は
な
く
、
年
末
ま
で
申
込
み
期
限
が

延
長
さ
れ
る
見
込
み
の
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
欲
し
さ
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
現
在
利
用
し
て
い
る
保
険
証
も
当

面
の
間
、
発
行
さ
れ
続
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
利
用
は
任
意
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
乳
幼
児
な
ど
の
各
種
医
療

証
は
引
き
続
き
受
付
で
の
提
示
が
必
要
だ
。

近
頃
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及

に
伴
い
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
的
な
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
財
布
の
中
身
が
減
る

ど
こ
ろ
か
増
え
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

は
、
さ
ら
な
る
具
体
的
な
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
や
利
便
性
の
向
上
で
も
な
い
限
り
、
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

保
険
証
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
が
求
め

て
い
る
の
は
、
保
険
証
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

あ
り
、
ア
プ
リ
化
、
つ
ま
り
「
バ
ー
チ
ャ
ル

化
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
に
た
ど
り
着

く
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア

し
、
実
現
し
た
暁
に
は
、
行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
以
上
の
メ
リ

ッ
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
義
務
化
と
は
、
将
来
に
向
け
て
の

環
境
整
備
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
わ
る
コ
ス
ト
は
断
続

的
に
発
生
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
無
駄
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

は
、
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
（
電
話
０
３
―
５
２
７

２
―
１
８
０
１
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
ほ
し
い
。

初
診
時
の
問
診
票
の
標
準
的

項
目
も
定
め
ら
れ
て
い
る
（
表

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

見
合
わ
な
い

今
回
の
変
更
で
一
番
大
き
い

ポ
イ
ン
ト
は
、
再
診
時
に
加
算

が
な
く
な
っ
た
点
で
あ
る
。
特

に
、
か
か
り
つ
け
の
患
者
を
継

続
的
に
診
て
い
る
医
療
機
関
ほ

ど
算
定
が
で
き
ず
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
回
収
が
困
難
に
な

「オン資」加算点数の変更点「オン資」加算点数の変更点

２
）。
医
療
機
関
は
自
院
の
問

診
票
を
確
認
し
、
同
様
の
内
容

が
問
診
票
に
含
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

【ご協力ください】“オン資”の
「義務化」撤回を求める署名・「義務化」に関するアンケート延長延長

る
。
10
月
の
見
直
し
は
、
政
策

誘
導
の
視
点
が
強
く
、
診
療
を

適
切
に
評
価
す
る
視
点
は
薄

い
。
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

（ 2）第６３１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）１０月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

署　名

アンケート



協
会
は
９
月
14
日
、
院
内
感

染
防
止
対
策
講
習
会
を
初
め
て

オ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
で
開
催
し
た
。
２
０
１

８
年
に
院
内
感
染
防
止
対
策
講

習
会
の
施
設
基
準
（
歯
初
診
）

が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
数

千
名
の
会
員
が
受
講
し
た
が
、

そ
の
更
新
期
限
が
来
年
の
３
月

末
に
迫
っ
て
お
り
、
早
め
の
受

講
を
希
望
す
る
会
員
が
多
数
を

占
め
た
。
申
し
込
み
開
始
初
日

に
定
員
３
０
０
名
が
満
席
と
な

り
、
関
心
度
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
の
更

新
や
、
申
し
込
み
時
に
登
録
し

院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

新
興
感
染
症
へ
の
対
応
含
め
講
習

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
受
信
容

量
な
ど
、
受
講
に
当
た
っ
て
注

意
す
る
点
が
多
か
っ
た
た

め
、
次
回
以
降
に
参
加
す
る
先

生
に
は
丁
寧
に
案
内
を
す
る
予

定
。
今
回
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
先
生
に
は
、
今
後
、
毎
月
同

様
の
講
習
会
を
開
催
す
る
た

め
、ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

次
回
10
月
27
日
（
木
）
開
催

分
は
す
で
に
満
席
だ
が
、
そ
の

次
は
11
月
16
日
（
水
）
に
開
催

予
定
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
参
加
が
難

し
い
場
合
は
、10
月
31
日（
月
）

に
会
場
で
も
講
習
会
を
実
施
す

る
（
関
連
記
事
＝
４・５
面
）。

協会初協
会
は
９
月
７
日
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
様
変
わ
り
し
た
指
導
の

現
状
と
留
意
点
」
と
題
し
て
、

社
保
研
究
会
を
開
催
し
た
。
講

師
に
立
っ
た
加
藤
開
副
会
長

（
社
保
・
学
術
部
）
は
、「
東

京
で
は
集
団
的
個
別
指
導
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
高
点
数
に

よ
る
個
別
指
導
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
高
点
数
を
心

配
す
る
必
要
は
な
い
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
個
別
指
導
の
ほ
と

ん
ど
は
保
険
者
や
患
者
ら
に
よ

る
情
報
提
供
を
原
因
と
し
た
も

の
で
あ
る
と
し
、
適
切
な
請
求

と
カ
ル
テ
記
載
こ
そ
が
最
高
の

指
導
対
策
で
あ
る
と
述
べ
た
。

▼
相
談
事
例
紹
介

さ
ら
に
、
北
川
哲
夫
社
保
・

学
術
部
部
員
は
、
協
会
に
多
く

寄
せ
ら
れ
る
相
談
事
例
を
紹

介
。
短
期
間
で
の
繰
り
返
し
の

初
診
料
は
、
レ
セ
プ
ト
の
返
戻

や
指
導
時
に
指
摘
さ
れ
や
す
い

と
し
、
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
。

本
研
究
会
は
10
月
末
ま
で
デ

ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
内
で
動
画
配
信

を
行
う
予
定
。
当
日
参
加
で
き

な
か
っ
た
会
員
は
、
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
内
の
「
協
会
制
作
動

画
」か
ら
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

社
保
研
究
会

社
保
研
究
会
高
点
数
に
よ
る
指
導
の
心
配
は
不
要

適
切
な「
請
求
」と「
カ
ル
テ
」重
要

協
会
は
、
９
月
１
日
に
東
京

都
第
二
本
庁
舎
に
て
、
東
京
都

福
祉
保
健
局
に
２
０
２
3
年
度

東
京
都
予
算
に
関
す
る
要
請
を

行
い
、
意
見
交
換
し
た
。

今
回
、
協
会
か
ら
は
、「
Ⅰ
・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
」「
Ⅱ
・
国
民
健
康
保

険
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
」

「
Ⅲ
・
都
立
病
院
の
独
立
行
政

法
人
化
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
」「
Ⅳ
・
高
齢
者
・
在
宅
・
地

域
で
の
歯
科
診
療
推
進
に
関
す

る
項
目
に
つ
い
て
」「
Ⅴ
・
生
活

保
護
制
度
お
よ
び
医
療
費
助
成

制
度
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
」「
Ⅵ
・
歯
科
衛
生
士
の
復
職

支
援
等
に
つ
い
て
」「
Ⅶ
・
医
療

機
関
に
お
け
る
指
導
に
つ
い

て
」「
Ⅷ
・
医
院
承
継
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
」―
の
８
項
目
に

つ
い
て
東
京
都
に
対
し
て
要
請

要望内容

を
行
っ
た
。

な
お
、要
請
内
容
は
、協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

東京都福祉保健局
に要請

コロナ対応・
都立病院独法化など８項目

集
団
的
個
別
指
導
が
、
２
年

ぶ
り
に
講
習
会
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
度
は
、
８
０
７
件

の
医
療
機
関
を
対
象
に
９
月
７

日
と
８
日
の
２
日
間
に
分
け
て

実
施
。
実
際
に
指
導
通
知
が
送

ら
れ
た
の
は
、
レ
セ
プ
ト
１
枚

あ
た
り
の
平
均
点
数
が
１
５
０

９
点
以
上
の
医
療
機
関
と
な
っ

て
い
る
。
集
団
的
個
別
指
導
を

受
け
た
医
療
機
関
は
、
そ
の
後

集
団
的
個
別
指
導
が
２
年
ぶ
り
に
実
施

指
導
に
な
っ
て
も
委
縮
診
療
の
必
要
は
な
い

23
年
度
の
平
均
点
数
を
確
認
さ

れ
、
な
お
も
高
点
数
で
あ
る
場

合
に
は
24
年
度
に
実
施
さ
れ
る

個
別
指
導
の
選
定
の
対
象
に
な

る
。

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
は

ほ
と
ん
ど
な
い

し
か
し
、
高
点
数
に
よ
る
個

別
指
導
は
情
報
提
供
や
再
指
導

　
都
フ
ァ
、
立
民
、
共
産
、

　
維
新
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

協
会
は
、
東
京
都
の
23
年
度

予
算
を
テ
ー
マ
に
、
都
議
会
各

党（「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
」「
立
憲
民
主
党
」「
日
本
共

産
党
」「
日
本
維
新
の
会
」）と

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

東
京
都
へ
要
請
し
た
８
項
目

に
つ
い
て
説
明
。
特
に
「
東
京

都
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
新
設
し
、
市
区
町
村
の
子
ど

東
京
都
議
会
各
会
・
党

要
請
内
容
に
理
解
を
示
す

も
窓
口
負
担
の
格
差
解
消
」

「
妊
産
婦
へ
の
医
療
補
助
制
度

の
新
設
と
歯
科
治
療
の
無
償
化
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
等
と

現
状
改
善
」「
在
宅
歯
科
医
療

設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
延

長
と
次
年
度
も
継
続
を
求
め
る
」

を
重
点
的
に
、改
善
を
求
め
た
。

各
会
・
党
は
、
要
請
内
容
に
対

し
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、
党

内
で
東
京
都
の
次
年
度
予
算
の

要
請
内
容
に
含
め
て
い
く
か
検

討
す
る
と
述
べ
た
。

要　請

に
よ
る
個
別
指
導
よ
り
も
優
先

度
が
低
く
、
東
京
都
に
お
い
て

は
高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
は

ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い

（
表
参
照
）。
ま
た
、
個
別
指

導
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
適
切

な
保
険
請
求
と
カ
ル
テ
記
載
を

し
て
い
れ
ば
指
導
は
終
了
す

る
。
委
縮
診
療
を
す
る
必
要
は

な
く
、
行
っ
た
治
療
は
適
切
に

請
求
し
て
も
ら
い
た
い
。

協
会
で
は
保
険
医
と
し
て
知

っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
学
ぶ
新
規
開
業
医
講
習
会

を
開
催
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
活
用

し
て
ほ
し
い（
案
内
＝
５
面
）。

集団的個別指導 （点数確認）

2015年度：812件

➡

2016年度
2016年度：812件 2017年度
2017年度：801件 2018年度
2018年度：729件 2019年度

集団的個別指導後に
実施された個別指導

➡

2017年度：０件
2018年度：４件
2019年度：３件
2020年度：０件

表：集団的個別指導及び高点数による個別指導の実施件数（東京都）
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所得区分
①「限度額認定証」または 負担割合　※１ レセプトの特記事項欄　
②「限度額適用・標準負担額減

額認定証」の有無 9月まで 10月以降 9月まで 10月以降

現役並みⅢ いずれもなし
３割

26区ア
現役並みⅡ ①があり「現役並みⅡ」等　 27区イ
現役並みⅠ ①があり「現役並みⅠ」等　 28区ウ
一般Ⅱ

いずれもなし
１割 ２割

29区エ
41区カ

一般Ⅰ １割 42区キ
低所得Ⅰ又はⅡ ②があり「Ⅰ」又は「Ⅱ」　 １割 30区オ

※１：10月以降の負担割合は、東京においては「水色の被保険者証」の記載を確認する。

▼
水
色
の
被
保
険
者
証
を
確
認

10
月
か
ら
の
負
担
割
合
変
更

に
伴
い
、
す
べ
て
の
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
に
対
し
て
、
９

月
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
東

京
都
の
場
合
は
水
色
）
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。
10
月
以
降
に
診

療
を
す
る
際
に
は
、
窓
口
で
水

色
の
被
保
険
者
証
の
確
認
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
特
記
事

項
欄
の
記
載
も
一
部
変
更
さ
れ

る
た
め
、
10
月
診
療
分
以
降
の

請
求
の
際
に
は
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
（
表
１
を
参

照
）。

▼
３
，０
０
０
点
超
え
か
ら

　
上
限
額
を
計
算

　
窓
口
負
担
に
つ
い
て

は
、
負
担
金
の
増
加
額

の
上
限
を
３
，０
０
０

円
ま
で
に
留
め
る
配
慮

措
置
が
、
2
０
２
５
年

９
月
ま
で
設
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
医

療
機
関
で
は
診
療
毎
に

1
月
当
た
り
の
合
計
点

数
等
を
計
算
し
た
上
で

当
日
の
負
担
金
を
受
領

す
る
必
要
が
あ
る
。
レ

セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
側
で

も
対
応
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
が
、
①
1
月

の
合
計
点
数
が
３
，０

０
０
点
を
超
え
る
場
合

は
上
限
額
が
「
３
，０

０
０
円
＋
（
１
カ
月
の

合
計
点
数
）
×
１

円
」、
②
1
月
の
合
計

点
数
が
１
万
５
，０
０

０
点
を
超
え
る
場
合
は

上
限
額
が
高
額
療
養
費

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
割
化

窓
口
対
応
の
注
意
点

75
歳
以
上
で
一
定
の
所
得
が

あ
る
患
者
の
負
担
割
合
が
、
10

月
よ
り
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
レ
セ
プ
ト
記
載

や
負
担
金
の
受
領
方
法
も
一
部

変
更
に
な
る
た
め
、
注
意
点
を

解
説
す
る
。

日付 治療 1カ月の
合計点数①

➡

窓口負担の上限額

➡

当日の窓口負担金

10月３日 ブリッジ除去等
1,064点 1,064点

なし
2,130円　※１

10月10日 加圧根管充填処置等
524点 1,588点 1,050円　※１

10月17日 支台築造、連imp等
3,746点 5,334点

①が3,000点を超え配慮措置適用へ
3,000円＋(１月の合計点数）×１円

＝3,000円＋5,334×１円
=8,334円

｛8,334円－（2,130円＋1,050円）｝
＝5,154円　※２

10月24日 ブリッジ仮着
152点 5,486点

①が15,000点に至るまで、①の
増加分だけ上限額が増加
8,334円＋152円＝8,486円

152円　※３

10月31日 ブリッジ装着
13,984点 19,470点

①が15,000点を超えるため、
上限額が18,000円に

18,000円

{18,000円－(2,130円＋1,050円＋
5,154円＋152円)}
＝9,514円

※１：２割負担で１円単位は四捨五入。
※２：１月の合計点数が3,000点を超えて配慮措置を適用する場合は、１円単位は四捨五入しない。
※３：正確には｛8,486－（2,130＋1,050＋5,154）｝＝152円ということになるが、
　　　  結局のところ、配慮措置が適用された後の来院時は、１割の負担金を１円単位で領収するということになる。

表２：窓口負担金の徴収イメージ （病名）③②１ １②③ブリッジフテキ→ＭＴ　２３Ｐｅｒ
　　　　　　　　　　　　　　　 （内容）ブリッジを除去し、歯内療法およびブリッジを新製

表1：
75歳以上の
窓口負担等の変更

制
度
の
上
限
で
あ
る
１
万
８
，

０
０
０
円
と
な
り
、
上
限
額
を

超
え
な
い
よ
う
に
負
担
金
を
受

領
す
る
。
特
に
、
上
限
額
に
達

し
た
場
合
は
、
１
円
単
位
で
の

受
領
に
変
わ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
（
表
２
を
参
照
）。

　
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
を
し
て
い

る
医
療
機
関
の
場
合
は
、
院
内

掲
示
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、
配

慮
措
置
を
せ
ず
に
高
額
療
養
費

制
度
の
上
限
額
で
あ
る
1
万
８
，

０
０
０
円
ま
で
２
割
負
担
で
請

求
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て

い
る
（
院
内
掲
示
の
例
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
）。

　
こ
の
場
合
は
、
診
療
報
酬
請

求
書
お
よ
び
レ
セ
プ
ト
の
上
部

余
白
に
「
２
割
」
と
朱
書
き
す

る
こ
と
で
、
配
慮
措
置
を
せ
ず

に
受
領
し
て
い
た
分
の
差
額

が
、
患
者
自
身
が
事
前
に
登
録

し
た
口
座
へ
概
ね
４
カ
月
後
に

払
い
戻
さ
れ
る
。
し
か
し
、
患

者
に
と
っ
て
は
一
時
的
に
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
配
慮
措
置
を
し
な
い
判
断

は
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
の
医
療
機

関
に
と
っ
て
難
し
い
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
合
算

し
た
１
月
当
た
り
の
負
担
増
の

上
限
を
３
，０
０
０
円
と
す
る

配
慮
措
置
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら

は
超
え
た
分
が
自
動
的
に
後
日

患
者
の
口
座
へ
払
い
戻
さ
れ

る
。
な
お
、
口
座
が
登
録
さ
れ

て
い
な
い
患
者
に
は
、
９
月
中

旬
に
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
る
。

▼
処
方
箋
の
記
載
も
変
更

10
月
以
降
に
処
方
箋
を
発
行

す
る
場
合
に
は
、
処
方
箋
の
備

考
欄
に
、
１
割
負
担
の
患
者
は

「
高
一
」
で
は
な
く
「
高
９
」

と
記
載
し
、
２
割
負
担
の
患
者

は
「
高
８
」、
３
割
負
担
の
患

者
は
「
高
７
」
と
記
載
す
る
。

紙レセプトの医療機
関で、配慮措置をし
ない場合の院内掲示
の例（ＱＲコードか
ら読み取り）

▲中国四国厚生局

レ
セ
プ
ト
記
載
の
イ
メ
ー
ジ

４

７

24

73

12シ
ナ 139163

37

レセプト記載のイメージ

２割負担の場合、特記事項欄に「41 区カ」と記載

1月の合計点数が 3,000 点を超える場合は、一部負担
金額欄に、領収した負担金の合計を１円単位で記載

保険医　歯太郎
41 区カ

19,470

18,000

20 4 1

４

７

24

73

12シ
ナ 139163

37

レセプト記載のイメージ

２割負担の場合、特記事項欄に「41 区カ」と記載

1月の合計点数が 3,000 点を超える場合は、一部負担
金額欄に、領収した負担金の合計を１円単位で記載

保険医　歯太郎
41 区カ

19,470

18,000

20 4 1
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経営・税務相談Q＆A  No.397

税務調査 傾向と対策税務調査 傾向と対策

A　A　調査は、例年調査は、例年７７月から開始され、最盛期は月から開始され、最盛期は
９９～ 12月といわれています。協会への問い合～ 12月といわれています。協会への問い合
せもせも９９～ 12月に集中しています。なお、国税～ 12月に集中しています。なお、国税
庁が公表している「調査事績」によると、法庁が公表している「調査事績」によると、法

A　A　税務調査について連絡があった場合は、法税務調査について連絡があった場合は、法
律に定められた11項目が口頭にて事前通知され律に定められた11項目が口頭にて事前通知され
ることになっています。必ずメモなどを取り記ることになっています。必ずメモなどを取り記
録に残すようにしましょう。通知内容は①実地録に残すようにしましょう。通知内容は①実地
の調査を行う旨、②調査開始日時、③調査を行の調査を行う旨、②調査開始日時、③調査を行
う場所、④調査の目的、⑤調査の対象となる税う場所、④調査の目的、⑤調査の対象となる税
目、⑥調査の対象となる期間、⑦調査の対象と目、⑥調査の対象となる期間、⑦調査の対象と
なる帳簿書類その他物件、⑧調査の相手方であなる帳簿書類その他物件、⑧調査の相手方であ
る納税義務者の氏名および住所または居所、⑨る納税義務者の氏名および住所または居所、⑨

A　A　歯科医師には、刑法134条により「秘密保歯科医師には、刑法134条により「秘密保
持義務」が課されています。「税務調査におけ持義務」が課されています。「税務調査におけ
るカルテの閲覧は守秘義務違反にならないと断るカルテの閲覧は守秘義務違反にならないと断
言できない」と国会の質疑で答弁されており、言できない」と国会の質疑で答弁されており、
患者の個人情報保護の立場からしても、カルテ患者の個人情報保護の立場からしても、カルテ
開示には安易に応じるべきではありません。開示には安易に応じるべきではありません。

A　A　専従者給与関係事項は、税務調査で指摘さ専従者給与関係事項は、税務調査で指摘さ
れることが多い項目のれることが多い項目の１１つです。これは納税者つです。これは納税者
自身が決めるもので、金額に明確な基準がない自身が決めるもので、金額に明確な基準がない
ためです。そのため、専従者給与の上限を調査ためです。そのため、専従者給与の上限を調査
官が勝手に決め、指摘してくるケースがありま官が勝手に決め、指摘してくるケースがありま
す。青色専従者給与の要件は、①労務に従事しす。青色専従者給与の要件は、①労務に従事し
た期間、②労務の性質、③労務提供の程度、④た期間、②労務の性質、③労務提供の程度、④
その事業の種類と規模の他事業者の給与状その事業の種類と規模の他事業者の給与状
況、⑤従業員の給与状況、⑥その事業の収益の況、⑤従業員の給与状況、⑥その事業の収益の
状況、などを総合的に勘案して納税者が自主的状況、などを総合的に勘案して納税者が自主的

Q　税務調査は秋頃から本格的に始まると
聞いています。近年の傾向は？

Q　税務署より税務調査をしたいという連
絡が入った場合の対応はどのように行えば
よいか。

Q　調査の際にカルテ開示を求められた時
は応じなければいけないか。

Q　調査官より専従者給与について、高す
ぎると指摘を受けた。専従者給与の引き下
げには応じるべきか。

調査を行う職員の氏名および所属官署（その職調査を行う職員の氏名および所属官署（その職
員が複数である時は、代表する者の氏名および員が複数である時は、代表する者の氏名および
所属官署）、⑩前述②または③は変更が可能で所属官署）、⑩前述②または③は変更が可能で
あること、⑪調査の過程で④～⑦の事項についあること、⑪調査の過程で④～⑦の事項につい
て非違が疑われることとなった場合、その事項て非違が疑われることとなった場合、その事項
に関して調査を行うことができる旨、の11項目に関して調査を行うことができる旨、の11項目
です。事前通知は20 ～ 30分かかります。診療です。事前通知は20 ～ 30分かかります。診療
中など忙しい時に、電話が掛かってくる場合も中など忙しい時に、電話が掛かってくる場合も
ありますが、電話を改めさせることは調査拒否ありますが、電話を改めさせることは調査拒否
にはあたりませんので、その様な場合は都合のにはあたりませんので、その様な場合は都合の
いい時間に掛け直してもらいましょう。いい時間に掛け直してもらいましょう。

出典：令和２事務年度 法人税

等の調査事績の概要

出典：令和２事務年度 所得税

及び消費税調査等の状況

人、個人事業者ともに新型コロナウイルスの感人、個人事業者ともに新型コロナウイルスの感
染拡大で調査件数や申告漏れの総額は減少して染拡大で調査件数や申告漏れの総額は減少して
います。しかし、調査います。しかし、調査１１件あたりの追徴課税金件あたりの追徴課税金
額は大幅に増加しています。法人には、大口の額は大幅に増加しています。法人には、大口の
不正計算等が想定されるところに対し力を入れ不正計算等が想定されるところに対し力を入れ
ており、個人事業者には、有価証券や不動産等ており、個人事業者には、有価証券や不動産等
の大口所有者、経常的な所得が特に高額な場合の大口所有者、経常的な所得が特に高額な場合
に、積極的に調査をしているようです。に、積極的に調査をしているようです。

に決めればよいことになっています。専従者給に決めればよいことになっています。専従者給
与の金額の根拠を明確にし、なぜその金額設定与の金額の根拠を明確にし、なぜその金額設定
なのかを事前にわかるようにしましょう。まなのかを事前にわかるようにしましょう。ま
た、指摘を受けた時は、なぜ減額の必要があるた、指摘を受けた時は、なぜ減額の必要がある
のかをしっかりと聞くようにしましょう。のかをしっかりと聞くようにしましょう。
　詳細は冊子「保険医への税務調査－心構えと対　詳細は冊子「保険医への税務調査－心構えと対
応のポイント（応のポイント（２０１８２０１８年改訂版年改訂版））」をご覧くださ」をご覧くださ
い。ご希望の方にはい。ご希望の方には１１冊無料でお送りします。冊無料でお送りします。

　ご自身の資産の将来を見据え、贈与と相続に対して備えておくべき大
切なポイント「生前贈与」と「相続対策」について、「女性が備えるべき
3つの相続」の著者である税理士の高山亜由美氏が詳しくお話しいたしま
す。会員の先生だけでなく、ご家族の方も参加いただけます。また、ご希
望の方に後援の大手住宅会社・積水ハウス(株)より「相続・贈与税に関するカタ
ログ」「医院併用住宅の実例集」などの冊子をプレゼントいたします。

日　時　12月 1日 (木)午後７時～９時（受付：午後６時30分～）
講　師　高山 亜由美 氏
　　　　（たかやまあゆみ税理士事務所 代表）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室
定　員　30 名（先着順・1組２名まで）
対象者　会員とそのご家族
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　　（カタログプレゼントの申し込み含む。カタログのみの申し込みも可）
後　援　積水ハウス株式会社

■　経営管理研究会 相続・贈与セミナー　

　　～将来を見据えた相続と贈与を知る～

予約フォーム

高山 亜由美 氏

予約フォーム

歯周治療を行うためには初診からメインテナンスにいたるまで、スタッフ
全員の連携によるチームアプローチが重要で、医院全体のレベルアップが必
要となります。
　本講演では歯周治療を進める上で、どのように患者さんにアプローチした
ら良いのか、また、成功に導くためのシステム作りとして、スタッフ教育や
カウンセリングをどのような方法で行うことが効果的なのかを当医院を例に
取りご紹介しながら、楽しく明るい未来のある歯科医院づくりについてお話
ししたいと思います。（講師より）

日　時　12 月 22 日 (木)午後７時～９時
講　師　若林 健史 氏（若林歯科医院 院長／渋谷区）
会　場　Zoomウェビナーを用いたライブ配信、または
　　　　東京歯科保険医協会 会議室
定　員　協会会議室：18 名（先着順）＋Zoomウェビナー
対象者　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円）
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

■　第 2 回学術研究会

チーム医療で目指す予防歯科〜信頼される予防歯科を実現する

ためのスタッフ教育と医院のシステムづくり〜

若林 健史 氏

　ご好評につき、定員に達しました。キャンセル待ちのみ承っています。

日　時　10 月27日(木) 午後６時 30 分～９時「SRP（手用スケーラー）編」
　　　　11 月16日(水) 午後６時 30 分～９時「SRP（超音波スケーラー）編」
講　師　新田 浩 氏（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　　　　　  総合診療歯科学分野 教授）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室
定　員　SRP（手用スケーラー）編：20 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　SRP（超音波スケーラー）編：20 名
参加費　１０,０００円（各回）
予　約　QRコードからキャンセル待ちのお申し込み手続きをしてください。
　　　　※ご予約は１診療所につき２名まで。歯科医師の方のみのご予約はできません。

SRP（手用スケ
ーラー）編

SRP（超音波ス
ケーラー）編

■　ドクター ・ スタッフ講習会～シャープニング ・ ＳＲＰ実習～ キャンセル

待ち
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ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト製
作、運用、コンサル
ティングを行い歯科
関連サイトの運用は
常時120件を数える。

相談室

ITIT

“どうしても気になる”検索順位…SEO対策  Vol.1“どうしても気になる”検索順位…SEO対策  Vol.1

自院のランク付けとどう向き合う？自院のランク付けとどう向き合う？
永田 康祐（クレセル株式会社）永田 康祐（クレセル株式会社）

東京歯科保険医協会では、会員の先生方向けに、「サンリオ東京歯科保険医協会では、会員の先生方向けに、「サンリオ
ピューロランド」「フジヤマ倶楽部」「リソルの森」など、ピューロランド」「フジヤマ倶楽部」「リソルの森」など、
各種優待サービスをご案内しております。ご希望の方は、各種優待サービスをご案内しております。ご希望の方は、
右のQRコードよりアクセスし、必要事項を明記の上、お申右のQRコードよりアクセスし、必要事項を明記の上、お申
し込みください。し込みください。 ☜会員優待のお申し込みはこちらお申し込み
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

■　新規開業医講習会

　2022 年４月まで新規個別指導が延期されていましたが、５月から再開。そ
の対象として、2020年開業以降の先生が選定されています。本講習会は新
規開業したばかりの先生方が、日常の保険診療の手順を見直すとともに、
来るべき新規個別指導を円滑に進め、クリアするためにも、指導通知が届
く前に必ず受講していただきたい講習会です。指導時に必携の持参物や歯
周病治療の流れと補綴の関係など、指導時に指摘されやすい事項を丁寧
に解説します。

　感染対策には細心の注意を払っていますが、必ずマスクの着用とご自身
の体調を考慮してのご参加をお願いします。

日　時　10 月 16 日（日）正午～午後５時（予定） 
講　師　協会講師団 
会　場　TAP 高田馬場（Zoom 併用なし） 
　　　　（新宿区高田馬場 1-31-18 高田馬場センタービル３階） 
交　通　JR、西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩約３分　　　　
　　　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（５番出口）より徒歩５分 
定　員　50 名 
対象者　会員本人のみ 
　　　　※未入会の先生は、入会のお手続きが必要です。 
参加費　１３, ０００円 
予　約　QR コードからお申し込みください。 予約フォーム

　歯科医院で下顎智歯の抜歯が敬遠されがちな理由の１つに、施術時間を
読み切れないことが挙げられます。しかし、昼休みや終業時刻の直前の予
約枠に入れたりするなどの工夫を組み入れて対応している歯科医院もあり
ます。この講座では、受講者が日頃抱く疑問や今更尋ね難いと思っている
基本手技をアンケート形式で集め、歯科医院で下顎智歯の抜歯を安全に行
うための留意点を解説する予定です。（講師より）

日　時　11 ⺼26日（土）午後７時～９時 
講　師　西田 紘一 氏（東京歯科保険医協会 監事） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（Zoom 併用なし） 
定　員　15 名（40 歳代までの会員限定） 
参加費　４, ０００円 
予　約　QR コードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。 予約フォーム

■　第 2回若手歯科医師向け学術ベーシック講座 
　　　～歯科医院で行う下顎智歯抜歯のベーシック～

　義歯を装着してしばらくしたら、患者がフェードアウトしていたという経
験はありませんか？ 
　きっと、その患者さんは、今よりもより良い義歯を求めて他の歯科医院を
探しているでしょう。おそらく、皆さんの義歯に関する知識は学生と変わら
ないと思います。排列する時には歯槽頂間線の法則、下顎の床後縁はレトロ
モラーパッドを覆うことが大切だと本気で思っているのでしょうか？ 
　今回のベーシック講座では、臨床にこだわった考え方やテクニックについ
てお話ししたいと思います。一緒に補綴の王道を歩みましょう。（講師より）

日　時　10 月29日（土）午後７時～９時 
講　師　山本 鐵雄 氏（東京歯科保険医協会 副会長） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（Zoom 併用なし） 
定　員　15 名（40 歳代までの会員限定） 
参加費　４, ０００円 
予　約　QR コードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

予約フォーム

■　第 1回若手歯科医師向け学術ベーシック講座 
　　　～デンチャーのベーシック～

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

■　施設基準のための講習会
　　　歯初診・外来環・歯援診・か強診に対応

　この講習会は、1 日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施
設基準に対応した修了証を取得できます。また、医療法で定められて
いる年 2 回の医療安全講習会にも対応しています。

日　時　11 月 20 日（日） 
　　　　◆『歯初診、外来環、歯援診、か強診』午後１時～６時 30 分 
　　　　◆『歯初診、外来環』　　  　　　　　　午後４時～６時 30 分 
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授） 
　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／ 
　　　　　　　　　　  我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長） 
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長） 
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　ワイム貸会議室高田馬場 ３階  
定　員　100 名 
対象者　会員本人のみ 
参加費　「４つの施設基準対応」：８, ０００円（修了証代込） 
　　　　「外来環」「歯初診」のみ：５, ０００円（修了証代込） 
予　約　QR コードからお申し込みください。

予約フォーム

■　院内感染防止対策講習会（歯初診の研修）

　歯初診のための院内感染防止対策講習会を Zoom ウェビナーにて開催
いたします。WEB での 11 月開催分は 10 月 14 日から、12 月開催分は 11
月 22 日からそれぞれ予約開始します。来年１～３月の開催分は 11 月号に
てお知らせします。予約はデンタルブック内で行いますので、参加希望の
先生は、事前に利用登録をお願いします。なお、講習会視聴後に確認テス
トを行い、合格した方にメールで修了証をお送りする予定です。途中参
加、途中退室は受講修了とはみなされませんのでご注意ください。また、
来年３月まで、毎月開催予定です。会場参加希望者は QR コードもしくは
お電話にてお申し込みください。

日　時　▼ WEB 開催 
　　　　10 月 27 日（木）午後７時～８時（満席） 
　　　　11 月 16 日（水）午後７時～８時（10月14日予約開始予定） 
　　　　12 月 21 日（水）午後７時～８時（11月22日予約開始予定） 
　　　　▼会場開催 
　　　　10 月 31 日（月）午後７時～８時 
　　　　11 月 17 日（木）午後７時～８時 
　　　　12 月 21 日（水）午後７時～８時 
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事、 
　　　　　　　　　　院内感染防止対策委員会 委員長） 
会　場　WEB 開催：Zoom ウェビナー 
　　　　会場開催：東京歯科保険医協会会議室 
形　式　Zoom ウェビナー（録画を上映します） 
定　員　（WEB 開催）各回 500 名、（会場開催）各回 20 名 
対象者　会員 
参加費　１,０００円 
予　約　WEB 開催：デンタルブックに登録の上、予約してください。 
　　　　会場開催：QR コードからお申し込みください。 
　　　　　　　　　※お電話でも受付中☎ 03-3205-2999

※ WEB 参加用 
デンタルブック 

登録・ログイン画面 
（ログイン後、申し込み
画面にお進みください）

※会場参加用 
予約フォーム

■　「保険でよい『歯』を」東京連絡会2022講演会 
ウィズコロナと国民皆歯科健診時代の歯科医療　～かかりつけ歯科医の重要性～　

　痛くなってから行く歯科医院ではなく、定期的なメインテナンスを受ける
ために、かかりつけ歯科が必要です。新型コロナの予防や重症化予防にもお
口のケアが役に立つことがわかってきました。ウィズコロナの時代、定期的
なケアがますます重要になっています。政府も骨太の方針 2022 に「国民皆
歯科健診」を取り上げました。健康寿命を延ばすために、これからの歯科と
の付き合い方をこの分野の第一人者である花田信弘先生に講演していただき
ます。ぜひ、ご参加ください。

日　時　10 月16 日（日）午後１時 30 分～３時 30 分 
講　師　花田 信弘 氏（鶴見大学歯学部名誉教授） 
会　場　ワイム貸会議室高田馬場 3 階  
　　　　（新宿区高田馬場１− 29 −９ TD ビル４階） 
交　通　JR、西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩２分 
　　　　東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅」（５番出口）より徒歩４分 
定　員　ワイム貸会議室：80 名＋ Zoom ウェビナー 
参加費　無料 
予　約　QR コードからお申し込みください。 
後　援　東京都 予約フォーム

※本講演会は都民に向けて行う講演会です。患者さんやスタッフの方とご一緒にご参加　
　ください。

　（講演要旨）前半はＨＩＶ、Ｂ型・Ｃ型肝炎の感染防止策や万が一の曝露
事故発生への備えに関する最新の情報を紹介。特に、曝露事故はいつか必
ず起こると考え、生じた際に速やかに対応できる準備策を医療機関の規模別
に提案します。後半はデング熱、新型コロナウイルス、サル痘と本邦に新興
感染症が次々と出現している中で、我々医療・歯科医療従事者がポストコ
ロナを見据え、いかに次の新興感染症に備えるべきかを解説します。ぜひ、
ご参加ください。※当講習会は歯初診の講習会には該当しません。

日　時　11 月 27 日（日）午後２時 30 分～４時 30 分 
講　師　青木 孝弘 氏 
　　　　（国立研究開発法人国立国際医療研究センター 
　　　　  エイズ治療・研究開発センター） 
会　場　東京保険医協会「セミナールーム」+ Zoomウェビナー 
　　　　（新宿区西新宿３−２−７ KDX 新宿ビル４階） 
定　員　セミナールーム：30 名程度＋ Zoom ウェビナー：200 名程度 
対象者　医師、歯科医師、コ・メディカル、コ・デンタル 
参加費　無料 
予　約　QR コードからお申し込みください。

■　医療安全講習会 

　　　新興感染症への対応～ポストコロナを見据えて～

予約フォーム

　保険請求は理解できたが、「訪問診療のイメージができない」「現場のこと
を知りたい」などの声をいただきます。そこで第２回の本講習会では、経験豊
富な講師から歯科訪問診療の実際の症例や器材の紹介等も含め、「臨床編」
を開催します。感染防止対策を講じ、少人数制で開催し、会員間の交流も深
められたらと思います。ぜひ、ご参加ください。 
 
日　時　10 月６日（木）午後７時～９時 
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室 
　　　　（新宿区高田馬場１− 29 −８ いちご高田馬場ビル６階） 
交　通　JR 山手線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分 
定　員　先着 10 名 
対象者　会員本人のみ 
参加費　３, ０００円 
予　約　お電話でお申し込みください。 

■　第 2回これから始める歯科訪問診療講習会（臨床編）　

残席数

わずか
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編集局報道部記者。1959年生まれ。東京大
学文学部卒。東洋工業（現マツダ）勤務を経
て、東洋経済新報社入社。「週刊東洋経済」
などの雑誌編集、記者としてゼネコン、自動
車、保険、商社など業界担当を歴任。17年か
らは製薬・バイオベンチャー・医薬品卸・薬
局をメインに取材する。当会「東京歯科保険
医新聞」21年4月号から22年9月号まで、「私
の目に映る歯科医療界」を18回連載。

の
裁
量
権
が
あ
る
、
資
本
主
義
の
理
論
が
通
貫
し

て
い
ま
す
。
歯
科
医
師
は
医
療
保
険
制
度
や
歯
科

医
師
法
な
ど
に
よ
る
縛
り
と
制
約
が
強
く
、
そ
の

中
で
患
者
、
つ
ま
り
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
拾
い

上
げ
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
科
で
は
大
学
病
院
、
大

病
院
、
中
小
病
院
、
診
療
所
と
い
っ
た
形
態
が
あ

り
ま
す
が
、
歯
科
は
、
ほ
ぼ
診
療
所
、
そ
れ
も
東

京
で
は
小
規
模
か
つ
個
人
立
の
診
療
所
が
多
数
存

在
し
て
い
ま
す
。
医
科
で
は
新
し
い
治
療
や
手
法

を
導
入
す
る
か
し
な
い
か
と
い
っ
た
選
択
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
歯
科
は
そ
れ
と
は
違
う
感

じ
が
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
歯
科
に
お
け
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
の
か
、
国
の
財
源
が
ど
う
な

る
の
か
な
ど
で
、
医
科
よ
り
も
強
い
制
約
を
受
け

て
い
ま
す
。
国
民
皆
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
時
点

で
、
歯
科
は
混
合
診
療
を
半
ば
認
め
る
方
向
を
選

択
し
た
経
緯
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
の
歯

科
も
保
険
の
利
か
な
い
と
こ
ろ
、
自
費
診
療
部
分

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

は
改
定
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
患
者
が
支
払
う

治
療
費
に
関
連
す
る
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

―
そ
の
点
に
関
連
し
、
も
う
少
し
詳
し
く
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
私
は
、
歯
科
は
デ
ィ
ス
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
状
態
だ
と
見
て
い
ま
す
。
本
年
４

月
、
歯
科
は
わ
ず
か
で
す
が
診
療
報
酬
は
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
で

は
、
歯
科
衛
生
士
等
の
人
件
費
や
歯
科
用
貴
金
属

の
高
騰
な
ど
を
勘
案
す
る
と
充
実
す
る
は
ず
は
な

く
、
結
局
、
歯
科
の
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
国
民
は
分
か
っ
て

い
な
い
の
で
す
。
こ
こ
を
歯
科
医
療
界
全
体
で
国

民
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い

と
、
歯
科
治
療
後
、
私
を
含
め
た
多
く
の
ユ
ー
ザ

ー
、
つ
ま
り
患
者
が
治
療
費
の
請
求
金
額
を
見
て

「
高
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

―
具
体
的
に
、
国
民
に
は
ど
う
伝
え
る
べ
き
と

お
考
え
で
す
か
。

　
診
療
報
酬
改
定
の
た
び
に
、
三
師
会
と
厚
生
労

働
省
が
話
し
合
っ
て
内
容
を
固
め
て
も
、
そ
こ
へ

I N T E R V I E W
―
「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
」
で
18
回
に
わ
た

る
連
載
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
何
よ
り
も
連
載
終
了
へ
の
ひ

と
言
と
原
稿
作
成
に
関
す
る
ご
感
想
を
。

　
当
初
お
約
束
の
12
回
で
さ
え
、
完
走
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
半
年
、
６

回
が
追
加
と
な
り
、
無
事
終
了
し
た
時
は
ヘ
ト
ヘ

ト
で
し
た
。
原
稿
作
成
で
は
、
編
集
サ
イ
ド
と
も

や
り
取
り
し
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
選
定
で
苦
労
し

ま
し
た
。
狙
い
を
付
け
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
デ
ー

タ
を
集
め
、
取
材
を
重
ね
、
歯
科
医
療
界
の
こ
と

を
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
自
身

は
患
者
、
つ
ま
り
ユ
ー
ザ
ー
感
覚
で
の
理
解
は
あ

り
ま
し
た
が
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技

工
士
、
ス
タ
ッ
フ
側
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
初
に
そ
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か

か
る
通
り
、
行
政
へ
の
直
接
交
渉
だ
け
で
は
解
決

は
不
可
能
。
国
民
を
巻
き
込
み
、
歯
科
の
実
情
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
絶
対
に
必
要
。
そ
し

て
、
国
民
が
「
国
民
の
健
康
と
生
活
を
守
る
た
め

に
不
可
欠
な
歯
科
が
困
っ
て
い
る
。
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」
と
論
理
的
な
理
解
を
示
す
形
が
成
り
立

つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
今
回
の

連
載
で
は
「
国
民
の
目
に
歯
科
の
問
題
が
ど
う
映

っ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
直
接
は
書
い
て
い
ま

せ
ん
が
、
協
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
、
検
討
の

末
、
そ
の
こ
と
を
国
民
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
前
職
は
世
界
を
相
手
に
す
る
自

動
車
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、
そ
こ
に
入
社
し
た
動
機

を
。
ま
た
、
退
社
し
て
、
現
職
に
就
い
た
動
機
に

つ
い
て
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
た
理
由
は
、
ま
ず

商
品
企
画
的
な
こ
と
に
携
わ
り
た
か
っ
た
た
め
で

す
。
さ
ら
に
、
大
学
で
東
洋
史
を
学
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
中
国
な
ど
も
含
め
た
当
時
の

新
興
国
で
仕
事
を
し
た
か
っ
た
、
こ
の
２
点
で
し

た
。
特
に
、
当
時
の
中
国
は
鄧
小
平
氏
の
改
革
開

放
の
時
代
で
、
日
中
友
好
ム
ー
ド
の
残
る
良
い
時

代
で
し
た
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
大
企
業
で

や
り
た
い
こ
と
を
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
管
理
職
に
な
る
ま
で
は
、

な
か
な
か
個
人
の
力
が
発
揮
で
き
な
い
と
思

い
、
も
っ
と
自
分
の
力
を
発
揮
で
き
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
卒

業
時
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
志
望
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
身
を
置
い
て

い
る
友
人
と
話
を
し
て
い
て
惹
か
れ
る
も
の
が
あ

り
、
東
洋
経
済
新
報
社
の
記
者
の
中
途
採
用
試
験

に
挑
戦
し
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
中
途
採
用
者
は

即
戦
力
の
た
め
、
短
期
間
の
研
修
後
、
す
ぐ
に
現

大西 富士男　東洋経済新報社
　編集局報道部記者

 
 

国

民

の
意

識

構

造

改

革

に
立
脚

し
た
真

の
診

療

報

酬

改

定

を

け
と
な
っ
た
の
は
、
今
回
の
連
載
以
前
か
ら
参
加

し
て
い
た
協
会
の
「
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
」
で
の
経

験
で
、
歯
科
の
世
界
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
し

た
。―

こ
れ
ま
で
、
製
薬
メ
ー
カ
ー
や
医
薬
品
卸
、

薬
局
な
ど
を
取
材
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
の

取
材
経
験
を
通
し
て
歯
科
医
療
界
は
ど
う
見
え
ま

し
た
か
。

　
業
界
と
し
て
製
薬
メ
ー
カ
ー
は
分
か
り
や
す
い

で
す
。
民
間
企
業
で
あ
り
株
式
会
社
、
各
種
の
規

制
は
あ
る
も
の
の
収
益
拡
大
な
ど
に
向
け
て
自
分

財
務
省
が
国
民
の
税
金
と
国
民
医
療
費
推
計

値
、
さ
ら
に
財
源
問
題
な
ど
を
盾
に
取
っ
て
、
口

出
し
し
て
く
る
。
そ
れ
を
見
聞
き
し
て
い
る
国
民

の
多
く
は
、
財
務
省
が
厚
労
省
を
牽
制
し
、
医
療

費
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
は
正
し
い
と
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
民
の
意
識
構
造
を
改

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
診
療
報
酬
改
定
自
体

が
歯
科
医
療
側
に
と
っ
て
有
意
な
も
の
と
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
薬
価
の
場
合
、「
高
額
な
薬
剤

が
承
認
さ
れ
る
＝
そ
の
薬
剤
に
は
患
者
に
と
っ
て

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
＝
確
か
な
見
返
り
・
対

価
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
図
式
が
あ
る
た
め
、
国

民
も
高
薬
価
薬
剤
の
承
認
を
理
解
、
納
得
し
ま

す
。
ほ
か
の
先
進
国
に
比
べ
日
本
の
歯
科
サ
ー
ビ

ス
料
金
が
元
々
低
い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
歯
科

医
療
界
が
そ
の
よ
う
な
説
明
を
丁
寧
に
し
て
、
国

民
の
理
解
と
納
得
を
得
れ
ば
、
状
況
は
好
転
す
る

は
ず
で
す
。

―
連
載
中
に
歯
科
技
工
士
問
題
を
取
り
上
げ
ら

れ
た
き
っ
か
け
は
。

　　
歯
科
技
工
士
の
現
状
は
、「
女
工
哀
史
」（
※
広

報
部
注
：
細
井
和
喜
蔵
が
１
９
２
５
年
に
執
筆
）

に
あ
ま
り
に
も
近
い
状
態
、
ま
る
で
「
歯
科
技
工

士
哀
史
」
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
も
し
、
国
が
歯
科

技
工
士
の
世
界
に
関
与
し
な
い
の
な
ら
ば
、
民
間

企
業
と
し
て
自
由
に
競
争
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
が
関
与
し
て
資
格
を
与
え
、
収

入
は
診
療
報
酬
で
制
約
し
て
い
る
の
に
、
あ
の
低

収
入
と
過
酷
な
労
働
は
、
か
な
り
理
不
尽
で
す
。

歯
科
技
工
士
は
歯
科
医
療
と
国
民
に
と
っ
て
不
可

欠
な
存
在
な
の
に
、
そ
の
よ
う
な
実
態
を
国
が
黙

認
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
歯
科
の
実
状
を
ど
う
国
民
に
伝
え
る
の
か
。

歯
科
技
工
士
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
…
。
こ
れ
ら

の
中
で
一
貫
し
て
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
は
。

　
終
始
一
貫
し
て
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、「
歯

科
の
構
造
問
題
」
と
「
今
、
最
も
ホ
ッ
ト
な
問

題
」
の
２
つ
で
し
た
。
歯
科
の
構
造
問
題
と
は
、

歯
科
医
療
界
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
必
ず
行
政
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
問
題
の
解
決
に
は
歯
科
医
療
界
が
行
政
に
直

接
訴
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、
行
政
は
常
に

「
財
源
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
を
盾
に
取

り
、
跳
ね
返
し
て
く
る
。
こ
の
状
況
を
見
れ
ば
わ

　
東
洋
経
済
新
報
社
と
い
う
と
、「
会
社
四
季

報
」「
週
刊
東
洋
経
済
」
な
ど
の
雑
誌
や
最
近
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
の
「
東
洋
経
済
オ
ン
ラ

イ
ン
」
を
思
い
浮
か
べ
る
諸
氏
は
多
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
「
週
刊
東
洋
経
済
」
の
２
０
０
７
年
４

月
28
日
・
５
月
５
日
合
併
号
の
中
で
、
当
時
の
日

本
の
医
療
崩
壊
の
現
状
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。
そ

の
際
、
歯
科
は
「
セ
レ
ブ
医
院
か
ら
ガ
ー
ド
下
ま

で
、
５
人
に
１
人
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
の
タ

イ
ト
ル
で
報
告
さ
れ
、
本
文
中
で
初
め
て
「
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
歯
科
医
師
」
と
の
表
現
が
登
場
し
て

い
る
。
こ
の
記
事
の
取
材
に
つ
い
て
は
、
当
時
の

当
協
会
役
員
に
連
絡
が
あ
り
、
冷
静
に
対
応
。
そ

し
て
東
京
の
歯
科
診
療
所
の
実
状
が
報
道
さ

れ
、
こ
の
時
以
降
、
協
会
と
同
社
の
間
で
メ
デ
ィ

ア
懇
談
会
や
定
期
総
会
な
ど
へ
の
取
材
を
通
じ
た

や
り
取
り
を
重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
そ
の
東

洋
経
済
新
報
社
で
活
躍
中
の
大
西
富
士
男
氏
。
大

西
氏
は
、
元
々
は
同
社
で
製
薬
メ
ー
カ
ー
や
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
を
中
心
に
取
材
活
動
を
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
医
療
分
野
へ
の
理
解
と
見
識
も

深
め
ら
れ
た
。
歯
科
医
療
に
関
し
て
は
、
協
会
の

「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
」
に
21
年
４
月
か
ら
22

年
９
月
ま
で
、
18
回
連
続
で
連
載
企
画
「
私
の
目

に
映
る
歯
科
医
療
界
」
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
先

月
号
で
最
終
回
を
迎
え
た
経
緯
が
あ
る
。

　
今
回
は
、
連
載
当
時
の
苦
心
談
や
記
者
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
思
い
、
歯
科
医
療
界
に
向
け
て

の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

場
に
放
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

―
そ
の
よ
う
な
取
材
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
「
記

者
の
目
」
に
、
協
会
の
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
は
ど
う

映
り
ま
し
た
か
。

　
歯
科
だ
け
に
限
ら
ず
、
も
っ
と
幅
広
い
分
野
の

人
た
ち
を
集
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
般
紙

や
テ
レ
ビ
関
係
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
も

っ
と
集
め
て
懇
談
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
が

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
金
パ
ラ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
ホ
ッ
ト
な
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
こ
と
で
、
協
会
が
そ
の
種

の
情
報
を
提
供
で
き
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
存

在
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、

現
在
も
協
会
の
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
の
開
催
方
式
は

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は

会
場
に
集
ま
る
リ
ア
ル
方
式
の
ほ
う
が
い
ろ
い
ろ

な
や
り
取
り
が
し
や
す
い
で
す
。
た
だ
、
最
近
の

他
団
体
や
企
業
な
ど
の
記
者
会
見
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
方
式
と
リ
ア
ル
方
式
を
併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
が
増
え
て
い
ま
す
。
対
面
の
良
さ
に
加

え
、
以
前
な
ら
遠
隔
地
や
時
間
的
な
制
約
で
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
を
、
た
く
さ
ん
集
め
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア

懇
談
会
開
催
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
心
の
支
え
と
な
っ
て

い
る
よ
う
な
言
葉
に
つ
い
て
。

　
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
（H

eav
en 

h
e

lp
s

 t
h

o
s

e
 w

h
o

 h
e

lp 
them

selv
es

）」
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉

の
解
説
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
に
譲

り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
で
い
う

「
天
」
と
は
「
人
知
の
及
ば
な
い
も
の
」
の
こ

と
。
全
体
と
し
て
は
、
自
分
だ
け
で
や
れ
ば
う
ま

く
い
く
の
で
は
な
い
。
助
け
合
い
が
あ
っ
て
こ
そ

世
の
中
は
円
滑
に
回
っ
て
い
る
。
自
分
の
努
力
が

ベ
ー
ス
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の
う
ま
く
い

く
、
い
か
な
い
は
、
そ
の
両
方
を
受
け
入
れ
て
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

お
お
ら
か
な
部
分
は
、
今
の
世
の
中
に
こ
そ
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
指
摘
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
一
層
の
ご
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

歯
科
は
〝
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟
状
態

まずは国民に歯科の実情を理解しても
らうことが重要だと述べる大西氏
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S p e c i a l  S e r i a l N o . 1

―
は
じ
め
に

本
連
載
で
は
、
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
の
概
要
と
と

も
に
、
特
に
、
皆
様
と
の
ご
縁

が
深
い
審
査
支
払
業
務
に
関

し
、
適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に

向
け
て
の
私
見
も
あ
わ
せ
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
支
払
基
金
の
位
置
づ
け

戦
前
と
戦
後
す
ぐ
の
時
期

は
、「
歯
科
医
師
会
」
が
歯
科

の
審
査
支
払
業
務
を
担
っ
て
き

ま
し
た
が
、
１
９
４
７
（
昭
和

22
）
年
に
当
時
の
歯
科
医
師
会

は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
混
乱
が
生

じ
た
た
め
、
１
９
４
８
（
昭
和

23
）
年
に
新
た
に
審
査
支
払
業

務
を
担
う
「
特
殊
法
人
」
と
し

て
支
払
基
金
が
発
足
。
そ
の

後
、
行
政
改
革
の
一
環
の
中
で

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に

「
特
別
の
法
律
に
基
づ
く
民
間

法
人
」へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。

支
払
基
金
の
特
徴
は
、
診
療

担
当
者
代
表
、
保
険
者
代
表
、

被
保
険
者
代
表
、
公
益
代
表
か

ら
同
数
ず
つ
の
役
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
「
中
立
の
第
三
者
機

関
」
と
い
う
点
で
す
。
一
時
、

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
審

査
支
払
業
務
を
行
っ
て
い
る
各

都
道
府
県
の
「
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
（
国
保
連
）」
お

よ
び
そ
の
中
央
組
織
の
「
国
民

健
康
保
険
中
央
会（
中
央
会
）」

と
、
支
払
基
金
を
統
合
す
べ
き

と
い
う
議
論
が
起
こ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
保
連
や

中
央
会
の
役
員
構
成
は
主
と
し

て
首
長
と
い
う
「
保
険
者
」
そ

の
も
の
で
あ
っ
て
、
組
織
体
と

し
て
は
「
中
立
の
第
三
者
機

関
」
と
い
う
性
格
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
審
査
支
払
業
務

以
外
の
業
務
は
両
者
で
大
き
く

異
な
り
、
現
在
で
は
審
査
支
払

シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
や
審
査

基
準
の
統
一
な
ど
、
審
査
支
払

業
務
を
中
心
に
連
携
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
支
払
基
金
の
業
務
の
概
要

表
１
に
示
す
と
お
り
、
主
な

業
務
と
し
て
は
、
①
審
査
支
払

に
関
す
る
業
務
、
②
保
健
医
療

情
報
の
活
用
に
関
す
る
業

務
、
③
保
険
者
等
と
の
財
政
調

整
等
に
関
す
る
業
務
―
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。

支
払
基
金
発
足
以
来
、
皆
様

と
の
ご
縁
が
深
い
の
が
、
い
わ

ゆ
る
「
社
保
」
の
レ
セ
プ
ト
の

審
査
支
払
業
務
で
、
近
年
で
す

と
、
新
た
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用

な
ど
歯
科
医
療
現
場
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
導
入
な
ど
で
も
皆
様
と

の
ご
縁
が
深
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

次
回
以
降
、
審
査
支
払
に
関

す
る
業
務
の
概
要
、
審
査
結
果

の
都
道
府
県
間
の
不
合
理
な
差

異
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組

み
、
適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に

向
け
て
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い

こ
と
、
審
査
結
果
（
査
定
）
に

対
す
る
疑
問
等
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①審査支払に関する業務①審査支払に関する業務
　主として被用者保険(いわゆる「社保」)における診療報酬の適　主として被用者保険(いわゆる「社保」)における診療報酬の適
　正な審査と迅速な支払を行っています。審査においては、医学・　正な審査と迅速な支払を行っています。審査においては、医学・
　歯科医学的な観点を踏まえ、保険診療(診療報酬点数表、療養　歯科医学的な観点を踏まえ、保険診療(診療報酬点数表、療養
　担当規則等)に適合するかどうかを確認しています。さらに、　担当規則等)に適合するかどうかを確認しています。さらに、
　「紛争処理機関」として、医療機関や保険者から申し立てがあ　「紛争処理機関」として、医療機関や保険者から申し立てがあ
　った場合には、再審査を行っています。　った場合には、再審査を行っています。

② 保健医療情報の活用に関する業務② 保健医療情報の活用に関する業務
　オンライン資格確認等のシステムの運用、電子処方箋管理サ　オンライン資格確認等のシステムの運用、電子処方箋管理サ
　ービスの開発、健康スコアリングレポートの作成、データヘル　ービスの開発、健康スコアリングレポートの作成、データヘル
　スポータルサイトの運営、NDBの受託業務などを行っていま　スポータルサイトの運営、NDBの受託業務などを行っていま
　す。データヘルス改革の確立に貢献する役割を担っており、今　す。データヘルス改革の確立に貢献する役割を担っており、今
　後、医療におけるビッグデータ分析、医療DXの中核機関とし　後、医療におけるビッグデータ分析、医療DXの中核機関とし
　ての役割が期待されています。　ての役割が期待されています。

③ 保険者等との財政調整等に関する業務③ 保険者等との財政調整等に関する業務
　日本の公的医療保険は、健康保険、国民健康保険、後期高齢者　日本の公的医療保険は、健康保険、国民健康保険、後期高齢者
　医療等に分かれており、医療費が増嵩しやすい高齢者の割合　医療等に分かれており、医療費が増嵩しやすい高齢者の割合
　が大きい保険者は財政が厳しくなる状況にあります。そのた　が大きい保険者は財政が厳しくなる状況にあります。そのた
　め、保険者間の財政調整が法律で定められ、法律に基づき、財　め、保険者間の財政調整が法律で定められ、法律に基づき、財
　政調整業務を行っています。また、特定健診等の決済代行、特　政調整業務を行っています。また、特定健診等の決済代行、特
　定B型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給などの業務も行っ　定B型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給などの業務も行っ
　ています。　ています。

表１．社会保険診療報酬支払基金の主な業務

社会保険診療報酬支払基金の概要と審査に係る取組み
適正なレセプト請求に向けて

追加発注
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睡眠時無呼吸
症候群

　歯科では、もう迷わない！ぴったりのオーラルケア「歯みがきのいろいろ」、発見！子どもの口にまつわる発達異常「子ども歯科」、なぜ？起きない感染爆発！「教えて！！
歯科の感染防止対策」、気軽に聞こう！お口の悩み「なんでも歯科相談」の 4つのブースと、医科歯科連携ブースとして、その症状は危険？「歯周病と病気の関係、口腔機能の低下」、
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より必要数をお申込みください。随時発送いたします。
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２
０
０
９
年
の
衆
議
院
選
挙

で
民
主
党
が
勝
利
し
、
政
権
交

代
が
起
き
た
。
そ
し
て
、
社
会

保
障
審
議
会
医
療
部
会
の
審
議

の
中
で
、
医
療
費
の
底
上
げ
と

配
分
の
見
直
し
が
提
起
さ
れ
、

歯
科
も
充
実
す
べ
き
分
野
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　
同
時
期
の
英
国
で
は
、
保
守

党
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と
そ
れ

に
続
く
メ
ジ
ャ
ー
政
権
に
よ

り
、
国
営
医
療
制
度
Ｎ
Ｈ
Ｓ

（National Health Service

）
が

疲
弊
。
政
権
を
奪
還
し
た
労
働

党
の
ブ
レ
ア
政
権
お
よ
び
そ
れ

に
続
く
ブ
ラ
ウ
ン
政
権
が
医
療

費
全
体
の
底
上
げ
を
目
指
す
こ

と
な
ど
で
、
な
ん
と
か
Ｎ
Ｈ
Ｓ

の
蘇
生
を
図
ろ
う
と
取
り
組
ん

で
い
た
頃
で
あ
る
。

中川 勝洋
東京歯科保険医協会 第３代会長、 協会顧問

協会史を振り返り現在・未来を見つめる ｖｏｌ.４

―
10
年
度
改
定
の
特
徴

10
年
4
月
の
歯
科
診
療
報
酬

改
定
の
主
な
項
目
を
見
る
と
、

左
記
の
よ
う
に
な
る
。

【
基
本
診
療
料
】

・
初
診
料　
182
点
↓
218
点

・
再
診
料　
40
点
↓
42
点

【
歯
科
疾
患
管
理
料  

月
１
回
】

　
歯
科
疾
患
管
理
料
は
、
１
回

目
130
点
、
２
回
目
以
降
110
点
で

あ
っ
た
の
が
、
110
点
に
統
一
さ

れ
た
。

　
初
診
料
は
36
点
引
き
上
げ
ら

れ
た
が
、
そ
の
中
身
は
歯
管
の

中
か
ら
基
本
的
医
療
行
為
の
分

20
点
、
ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
の
包

括
化
等
で
16
点
を
絞
り
出
す
枠

内
操
作
で
あ
る
。

　
次
に
、
義
歯
管
理
料
に
も
見

直
し
の
手
が
入
り
、
左
記
の
よ

う
に
な
っ
た
。
見
た
目
に
は
分

か
り
易
く
み
え
る
が
実
質
減
算

で
、
有
床
義
歯
調
整
管
理
料
30

点
を
新
設
し
、
月
2
回
ま
で
算

定
可
能
と
し
、
辻
褄
を
合
わ
せ

た
。

【
義
歯
管
理
料
の
見
直
し
】　

・
義
管
Ａ　

100
点
×
装
着

１
カ
月
以
内
月
２
回
↓
装
着

　
月
150
点

・
義
管
Ｂ
（
70
点　

２
・
３

　
カ
月
目
）

・
義
管
Ｃ
（
60
点　
４
カ
月
〜

１
年
）

【
歯
周
疾
患
に
関
し
て
】

　
歯
周
基
本
治
療
の
再
治
療
の

場
合
の
評
価
を
30
／
100
↓
50
／

100
へ
と
引
き
上
げ
た
が
、こ
れ

も
枠
内
操
作
で
長
期
の
治
療
対

象
患
者
で
な
け
れ
ば
減
算
と
な

る
。そ
の
一
方
で
、歯
周
病
安
定

期
治
療
は
150
点
を
300
点
へ
と
引

き
上
げ
、
同
時
に
３
カ
月
毎
の

期
間
制
限
、お
よ
び
経
過
年
数

で
の
漸
減
制
を
廃
止
し
、毎
月

１
回
の
算
定
と
長
期
管
理
へ
の

シ
フ
ト
を
促
す
改
定
と
し
た
。

10
年
度
改
定
に
お
け
る
歯
科

の
改
定
率
は
10
年
ぶ
り
に
医
科

を
上
回
っ
た
が
、
歯
科
の
医
療

費
は
95
年
以
降
２
兆
５
０
０
０

億
円
台
で
横
ば
い
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
前

装
鋳
造
冠
以
降
、
新
し
い
技
術

・
項
目
の
導
入
が
な
い
こ
と
。

　
ま
た
、
補
管
は
長
期
維
持
管

理
を
評
価
し
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
か
初
診
に
代
表
さ
れ
る
初

診
料
へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
枠
内

操
作
で
の
見
せ
か
け
だ
け
の
増

点
と
い
え
る
。

　
中
医
協
の
医
療
安
全
に
関
す

る
コ
ス
ト
調
査
の
結
果
を
見
て

も
、初
診
時
の
コ
ス
ト
よ
り
も
再

診
時
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
歯
科

は
、ホ
ス
ピ
タ
ル
フ
ィ
ー
と
し
て

の
再
診
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
こ
れ
よ
り
２
年
後
の

12
年
度
改
定
で
は
、
長
期
維
持

管
理
路
線
が
ら
み
の
目
立
つ
改

定
は
な
か
っ
た
。

―
14
年
度
改
定
の
特
徴

　
続
く
14
年
度
改
定
に
お
い
て

は
、
ま
ず
、
歯
周
病
安
定
期
治

療
に
対
し
、
点
数
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
た
（
一
律
300
点
の
点
数

で
あ
っ
た
の
を
、
歯
数
に
応
じ

た
評
価
に
変
更
し
た
）。
具
体

的
に
は
、

・
１
歯
〜
９
歯　
300
点
↓
200
点

・
10
歯
〜
19
歯　
300
点
↓
250
点

・
20
歯
以
上

300
点
↓
350
点　

と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
16
年
度
改
定
に
お

い
て
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
」、

い
わ
ゆ
る
「
か
強
診
」
の
導
入

と
い
う
大
き
な
変
更
に
つ
な
げ

ら
れ
、
継
続
的
な
管
理
に
対
す

る
高
い
評
価
の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。

　
ま
た
、管
理
項
目
は
う
蝕・歯

周
病・
在
宅
を
セ
ッ
ト
し
た
も

の
と
な
っ
た
。

・
う
蝕
に
関
し
て
は
エ
ナ
メ
ル

　
質
初
期
う
蝕
フ
ッ
化
物
塗
布

　
処
置
を
行
う
。

・
歯
周
病
に
関
し
て
は
歯
周
病

　
安
定
期
治
療
を
行
う
。

・
在
宅
患
者
に
対
し
て
は
在
宅

　
患
者
訪
問
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
た
だ
し
、「
外
来
環
」と「
歯

援
診
」の
施
設
基
準
要
件
を
満

た
し
た
届
出
が
必
要
な
た
め
、

参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と

い
え
る
。

政
府
は
、

政
府
は
、
２
０
２
３

２
０
２
３
年年
４４
月月

１１
日
か
ら
保
険
医
療
機
関
な
ど

日
か
ら
保
険
医
療
機
関
な
ど

で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

（
電
子
資
格
確
認
）
シ
ス
テ

（
電
子
資
格
確
認
）
シ
ス
テ

ム
」（
以
下
、「
オ
ン
資
」）
の

ム
」（
以
下
、「
オ
ン
資
」）
の

義
務
化
を
決
め
、
医
院
に
直
接

義
務
化
を
決
め
、
医
院
に
直
接

導
入
を
促
す
電
話
が
か
か
っ
て

導
入
を
促
す
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
な
ど
、
圧
力
と
も
と
れ
る

く
る
な
ど
、
圧
力
と
も
と
れ
る

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
協
会
に
は
現
在
、

て
い
ま
す
。
協
会
に
は
現
在
、

会
員
の
先
生
方
か
ら
「
オ
ン

会
員
の
先
生
方
か
ら
「
オ
ン

資
」
に
関
し
て
数
多
く
の
問
い

資
」
に
関
し
て
数
多
く
の
問
い

合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
。
協
会

合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
。
協
会

の
「
オ
ン
資
」
に
対
す
る
考
え

の
「
オ
ン
資
」
に
対
す
る
考
え

は
、
は
、
９９
月
号
で
経
営
管
理
部
長

月
号
で
経
営
管
理
部
長

談
話
（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

談
話
（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）、
そ
し
て
本
紙

掲
載
）、
そ
し
て
本
紙
２２
面
の
面
の

理
事
会
声
明
に
示
し
て
い
ま

理
事
会
声
明
に
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
確
認
を
お
願
い

す
。
ぜ
ひ
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

す
で
に
「
オ
ン
資
」
の
運
用

す
で
に
「
オ
ン
資
」
の
運
用

を
開
始
し
て
い
る
、
ま
た
は
準

を
開
始
し
て
い
る
、
ま
た
は
準

備
が
完
了
、
あ
る
い
は
準
備
を

備
が
完
了
、
あ
る
い
は
準
備
を

進
め
て
い
る
先
生
な
ど
、
対
応

進
め
て
い
る
先
生
な
ど
、
対
応

さ
れ
て
い
る
方
が
私
の
周
り
に

さ
れ
て
い
る
方
が
私
の
周
り
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か

し
、
す
で
に
対
応
さ
れ
て
い
る

し
、
す
で
に
対
応
さ
れ
て
い
る

先
生
方
か
ら
も
そ
の
運
用
に
多

先
生
方
か
ら
も
そ
の
運
用
に
多

く
の
疑
問
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

く
の
疑
問
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
他
方
、「
オ
ン
資
」

い
ま
す
。
他
方
、「
オ
ン
資
」

の
導
入
に
迷
わ
れ
て
い
る
先
生

の
導
入
に
迷
わ
れ
て
い
る
先
生

が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
が
現
状
で
す
。

の
が
現
状
で
す
。

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
現
時
点
で
協
会
は
、
あ
く

が
、
現
時
点
で
協
会
は
、
あ
く

ま
で
「
原
則
義
務
化
」
の
撤
回

ま
で
「
原
則
義
務
化
」
の
撤
回

を
訴
え
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ

を
訴
え
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
将
来
の
歯
科
医
療

と
で
す
が
、
将
来
の
歯
科
医
療

の
た
め
に
医
療
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
た
め
に
医
療
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
現
状
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

原
則
義
務
化
の
撤
回
に
つ
い
て

原
則
義
務
化
の
撤
回
に
つ
い
て

化
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
避

化
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
避

け
る
こ
と
で
は
な
く
、
構
築
の

け
る
こ
と
で
は
な
く
、
構
築
の

た
め
推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い

た
め
推
進
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
保

ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
保

険
医
を
対
象
と
し
た
今
回
の

険
医
を
対
象
と
し
た
今
回
の

「
原
則
義
務
化
」
に
は
、
素
直

「
原
則
義
務
化
」
に
は
、
素
直

に
同
意
す
る
こ
と
は
ど
う
し
て

に
同
意
す
る
こ
と
は
ど
う
し
て

も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は

も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は

８８
月月
2626
日
か
ら
開
始
さ
せ
て
い

日
か
ら
開
始
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
「
義
務
化
に
関
す
る

た
だ
い
た
「
義
務
化
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」「
義
務
化
撤
回

ア
ン
ケ
ー
ト
」「
義
務
化
撤
回

を
求
め
る
署
名
」
で
多
く
の
先

を
求
め
る
署
名
」
で
多
く
の
先

生
方
が
賛
意
を
示
さ
れ
て
い
ま

生
方
が
賛
意
を
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お

す
。
な
お
、、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、、

署
名
の
実
施
は
、
当
初
実
施
期

署
名
の
実
施
は
、
当
初
実
施
期

間
を
間
を
９９
月
末
ま
で
と
し
て
い
ま

月
末
ま
で
と
し
て
い
ま

し
た
が
、

し
た
が
、
９９
月月
2222
日
の
日
の
２
０
２

２
０
２

２２
年
度
第

年
度
第
1111
回
理
事
会
に
お
い

回
理
事
会
に
お
い

て
、
会
員
の
先
生
方
の
ご
意
見

て
、
会
員
の
先
生
方
の
ご
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら

に
実
施
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

に
実
施
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ご

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ご

対
応
さ
れ
て
い
な
い
先
生
は
、

対
応
さ
れ
て
い
な
い
先
生
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
署
名
、
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
署
名
、
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
よ
る
署
名
お
よ
び
ア
ン
ケ

Ｘ
に
よ
る
署
名
お
よ
び
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
を
お
願
い
し
ま

ー
ト
の
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。
結
果
は
、
随
時
保
団
連
が

す
。
結
果
は
、
随
時
保
団
連
が

収
集
し
た
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
て

収
集
し
た
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
て

関
係
各
位
（
議
員
、
厚
労
省
、

関
係
各
位
（
議
員
、
厚
労
省
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
）
に
伝
え
る
デ

メ
デ
ィ
ア
な
ど
）
に
伝
え
る
デ

ー
タ
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

ー
タ
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

だ
き
ま
す
。

「
原
則
義
務
化
」
に
対
し
て

お
困
り
の
意
見
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
？

「
対
応
が
困
難
で
あ
る
」
と

協
会
に
相
談
さ
れ
る
先
生
の
事

情
は
様
々
で
す
。
例
を
挙
げ
る

と
「
地
域
的
に
光
回
線
が
不

通
」「
建
物
の
構
造
上
、
導
入

費
用
（
回
線
整
備
な
ど
）
が
高

「
オ
ン
資
」
の
原
則
義
務
化

撤
回
を
求
め
る
運
動
を
全
国
規

模
で
行
っ
て
い
る
保
団
連
と
協

働
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

案
件
の
先
に
様
々
な
問
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
下
に

抜
粋
し
て
示
し
ま
す
。

・「
オ
ン
資
」
の
「
原
則
義
務

化
」
を
多
く
の
医
療
機
関
に

義
務
付
け
る
必
要
性
、
合
理

性
が
理
解
で
き
な
い
た
め
、

導
入
は
医
療
機
関
ご
と
の
任

意
の
判
断
に
委
ね
る
べ
き
で

す
。

・
現
状
、
患
者
側
は
保
険
証
で

受
診
す
る
こ
と
に
問
題
が
な

く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
い

と
望
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。

・「
23
年
４
月
ま
で
に
義
務

化
」
と
一
方
的
に
提
示
さ
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
個
々

の
医
療
機
関
の
状
況
を
考
慮

し
て
い
ま
せ
ん
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
院

内
で
の
紛
失・盗
難
、マ
イ
ナ

「
オ
ン
資
」
の
原
則
義
務
化

撤
回
を
求
め
る
理
由
を
ま
と

め
て
く
だ
さ
い
。

ン
バ
ー
の
漏
洩
な
ど
に
つ
い

て
す
べ
て
医
療
機
関
側
が
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
に
対
し
て
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
義
務
化
・
普

及
の
た
め
に
医
療
機
関
を
利
用

し
て
、
多
く
の
負
担
を
我
々
に

強
い
る
原
則
義
務
化
は
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
も
協
会
は
、

「
オ
ン
資
」
導
入
の
「
義
務
化

撤
回
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

な
お
、
導
入
に
関
し
て
不
安

が
あ
る
、
疑
問
が
あ
る
先
生

は
、
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
先
生
方
の

意
見
を
厚
労
省
に
伝
え
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

会
長　
坪
田
有
史

額
に
な
る
」
な
ど
の
物
理
的
問

題
、
ま
た
「
高
齢
で
閉
院
予
定

が
あ
る
」「
小
規
模
で
対
応
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
」「
患

者
数
が
少
な
い
」
な
ど
の
個
人

的
問
題
な
ど
、
多
種
多
様
で

す
。
す
な
わ
ち
、「
電
子
レ
セ

プ
ト
請
求
」
を
理
由
に
し
て
、

一
律
に
導
入
の
義
務
化
を
押
し

付
け
ら
れ
る
こ
と
は
ど
う
し
て

も
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

東京歯科保険医協会東京歯科保険医協会

FacebookFacebook
https://www.facebook.com/tokyoshikahokeni



月日 部位 療法・処置 点数

再診 明細

侃 前回から根管治療開始。まだ咬むと違和感があり。 ／

歯管（内容 略）

ラバーダム ／

根貼（３根管） カルシペックス

髄床底に穿孔を認める。光ＣＲで封鎖を行う。 ／

ＯＡ＋浸麻（歯科用キシロカインＣｔ × ） ／

ＫＰ（単純）（穿孔部） 注③

充填１ 充填材料料（光ＣＲ・単純） 注④ ＋

仮封（キャビトン＋ベースセメント） ／

再診 明細

侃 前回治療直後痛みあったが、翌日からはなくなった。 ／

ラバーダム ／

ＥＭＲ（ＭＢ ＭＬ Ｄ ）

根充 加圧根管充填処置

Ｘ Ｒａｙ Ｄ Ｆ 電

根尖まで緊密な根充を確認、穿孔部閉鎖状態良好。 ／

仮封（キャビトン＋ベースセメント） ／

再診 明細

侃 特に痛みはないとのこと。異常所見無し。 ／

レジンコア（直接法） ３壁残存 注⑤

失ＰＺ（ＣＡＤ／ＣＡＭ 冠）Ａ３

連ｉｍｐ（寒天＋アルジネート）

ＢＴ（シリコ－ン）

ＴｅＣ テンポラリーセメントハード） ／

再診 明細

侃 仮歯は外れておらずセメントのウォッシュアウトなし。 ／

乾 頬側部に初期の根面う蝕あり。薄茶色で表面が粗造。 ／

侃 ＣＡＤ／ＣＡＭ 冠 シール貼付 注⑥⑦⑧

（ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）・ 点を使用） ／

装着料（歯冠修復）内面処理加算１ 注⑨

（アルミナ･サンドブラスト＋シランカップリング処理） ／

装着材料Ⅰ（材料名 略）

クラウン・ブリッジ維持管理料（文書提供 添付）

乾 フッ化物歯面塗布処置 フッ化ナトリウム溶液 注⑩⑪

頬側にある初期の根面う蝕に対し、綿球にて塗布。 ／

穿穿孔孔のの封封鎖鎖、、ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭ冠冠、、
初初期期のの根根面面うう蝕蝕にに対対すするるＦＦ局局

抜髄または感染根管処置に際して根管の髄床底にある穿孔
を封鎖し、大臼歯のＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着した場合につい
て、算定要件を解説する。４月改定で可能となった初期の根
面う蝕へのフッ化物歯面塗布処置についても解説を加える。

患者： 歳・女性

主訴：右下の被せ物をしている歯で硬いものを咬むと痛い。

その手前の歯の際が茶色くなり、治して欲しい。

所見：侃ＦＭＣ頬側マージン部２次う蝕、乾頬側に初期の根面う蝕あり。

傷病名：侃Ｃ３慢化Ｐｅｒ，穿孔 乾根Ｃ 注①・②

施設基準：歯初診、明細、歯ＣＡＤ、補管

《解説》

注① 穿孔封鎖時の病名は、「Ｐｅｒ，穿孔」や「Ｐｕｌ，穿孔」となる。

注② 初期の根面う蝕に対するフッ化物歯面塗布の病名は、「初期の根面

う蝕」や「根Ｃ」となる。

注③ 穿孔を封鎖する際に、形成を行った場合は、ＫＰ（単純なもの）で算

定する。

注④ 抜髄又は感根処を行うに当たり、根管側壁、髄室側壁又は髄床底

に穿孔があり根管充填までの一連の治療期間に封鎖を行った場合は、充

填１または２の単純なものと充填材料料を１歯１回に限り算定する。

注⑤ 根管治療を実施した歯の歯冠部の近遠心及び唇頬舌側歯質のうち

３壁以上が残存しており、複合レジン（築造用）のみで築造できる場合は、

スクリューポストなどを使用しなくても直接法の支台築造の算定ができる。

注⑥ 大臼歯のＣＡＤ／ＣＡＭ冠は、歯科用金属アレルギーでない患者に

おいては、上下顎両側の７番が４本とも残存し左右の咬合支持がある者に

対し、過度な咬合圧が加わらない場合で６番のみが対象となる。ＣＡＤ／Ｃ

ＡＭ冠用材料は（Ⅲ）を用い、1,550点（技術料1,200点＋材料料350点）を算

定する。

本症例とは異なるが、歯科用金属アレルギーである患者において、医科

の保険医療機関または医科歯科併設の医療機関の医師と連携し、診療情

報提供（診療情報提供料の様式に準ずるもの）に基づいて製作する場合

は、すべての大臼歯（６～８番）が対象となる。

注⑦ 本症例のように、レセプトの傷病名部位欄から７番が４本とも残存し

ていることが判断できない場合は、返戻になっているようである。このよう

な場合には、摘要欄に７番が４本とも残存している旨を記載することが望ま

しい。

注⑧ ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）を用いた場合は、製品に付属している

使用した材料の名称及びロット番号等を記載した文書（シールなど）を保存

して管理する（カルテに貼付するなど）。

注⑨ 歯質に対する接着力を向上させるために、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着す

るにあたりアルミナ・サンドブラスト処理およびシランカップリング処理等を

行った場合、内面処理加算１を装着料に加算できる。

注⑩ 歯科疾患管理料を算定し、初期の根面う蝕に罹患している65歳以

上の患者に対して、主治の歯科医師又はその指示を受けた歯科衛生士が、

フッ化物歯面塗布処置を行った場合に、フッ化物歯面塗布処置110点を３

月１回に限り算定できる。

注⑪ フッ化物局所応用による指導管理に用いる局所応用フッ化物製剤と

は、厚労省が示した通知では、「２％フッ化ナトリウム溶液」または「酸性

フッ化リン酸溶液」とされている。

なお、「酸性フッ化リン酸溶液」については、正式には「酸性フッ素リン酸

溶液」または「リン酸酸性フッ化ナトリウム溶液」（ＡＰＦ溶液)と呼ぶのでは

ないかとの意見があるようである。取り扱いが明確になることが待たれる。

＊実態に即してご請求ください＊

（ 9） 第６３１号 ２０２２年（令和４年）10月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



２
０
２
２

２
０
２
２
年年
９９
月月

協
会
活
動
日
誌

協
会
活
動
日
誌

専
門
紙
記
者
か
ら
見
え

た
先
天
性
の
歯
科
疾
患

　
私
は
１
９
５
４
年
に
口
唇
口

蓋
裂
児
と
し
て
生
を
授
か
り
、

歯
科
界
に
身
を
置
き
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
歯
科
界

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
間

で
す
。
歯
科
専
門
紙
記
者
と
し

て
、
齲
蝕
、
歯
周
病
、
義
歯
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
関
連
学

会
ほ
か
、
日
本
歯
科
医
師
会
代

議
員
会
、
日
本
歯
科
医
師
連
盟

評
議
員
会
、
日
本
学
校
歯
科
医

会
評
議
員
会
、
日
本
歯
科
技
工

士
会
代
議
員
会(

当
時)

、
厚
生

労
働
省
の
関
係
有
識
者
会

議
、
中
医
協
な
ど
を
取
材
し
て

き
ま
し
た
。
当
然
で
す
が
、
日

本
口
蓋
裂
学
会
の
存
在
は
承
知

し
て
い
ま
し
た
が
、
専
門
紙
の

読
者
は
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん

し
、
社
内
の
編
集
会
議
で
も
話

題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
先
天
性
の
歯
科
疾
患

は
、
一
部
の
専
門
の
歯
科
医
師

が
携
わ
る
特
殊
な
分
野
で
、
一

般
的
な
歯
科
医
師
か
ら
は
関
心

外
に
置
か
れ
て
い
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

丹
下
一
郎
先
生
の
こ
と

　
母
は
16
年
１
月
に
乳
が
ん
で

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
遺
品
を

整
理
し
て
い
る
中
で
、
１
枚
の

か
な
り
の
年
月
を
経
た
と
思
わ

れ
る
ハ
ガ
キ
が
目
に
留
ま
り
ま

し
た
。
私
の
口
唇
口
蓋
裂
を
執

刀
し
た
丹
下
一
郎
先
生
（
当
時

／
東
京
大
学
医
学
部
形
成
外

科
、
現
在
／
順
天
堂
大
学
名
誉

教
授
）
か
ら
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
一
文
に
「
わ
た
く
し
は
今

後
と
も
、
顔
か
た
ち
の
変
形
に

悩
む
方
々
を
お
救
い
す
る
こ
と

を
一
生
の
念
願
と
し
、
あ
な
た

方
の
友
と
し
て
診
療
を
続
け
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
り
ま
し
た
。
先
生
の
患
者

に
対
し
て
の
医
療
人
と
し
て
の

率
直
な
優
し
い
思
い
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

　
私
自
身
、
瘢
痕
が
あ
る
顔
貌

で
こ
こ
ま
で
年
月
を
重
ね
て
来

ま
し
た
が
、
特
別
イ
ヤ
な
思
い

は
、
正
直
な
と
こ
ろ
〝ゼ
ロ
〞

で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
気
持

ち
の
中
で
苦
悩
し
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。

母
の
自
責
の
念

　
一
方
で
、
こ
の
瘢
痕
の
こ
と

を
母
に
質
問
す
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
敢
え
て

避
け
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
と
い
う
の
も
、
口
唇
口
蓋

裂
児
を
生
ん
だ
母
親
は
、「
私

が
悪
か
っ
た
、
妊
娠
中
に
も
う

少
し
注
意
し
て
い
れ
ば
、
本
人

に
一
生
辛
い
思
い
を
さ
せ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
に
」「
で
き

る
な
ら
、
私
が
代
わ
っ
て
あ
げ

た
い
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
」

と
い
っ
た
自
責
の
念
に
と
ら
わ

れ
た
言
葉
を
吐
露
し
て
い
る
こ

と
を
、
日
記
か
ら
知
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
を
思
う
と
、

問
い
た
だ
す
よ
う
な
こ
と
を
し

て
は
、
母
に
「
や
は
り
勝
は
、

私
を
責
め
て
い
る
」
と
思
わ
れ

は
し
な
い
か
と
察
し
、
自
然
に

〝
事
実
を
受
け
入
れ
て
普
通
に

生
活
す
れ
ば
い
い
〞
と
思
っ
た

の
で
す
。

最
善
を
尽
く
し
て
の

治
療

　
こ
う
し
た
経
緯
の
中
で
、
少

な
く
と
も
ハ
ガ
キ
の
文
面
か
ら

伝
わ
る
当
時
の
外
科
学
の
技
術

を
駆
使
し
、
最
善
を
尽
く
し
て

下
さ
っ
た
丹
下
先
生
ほ
か
関
係

者
の
方
々
に
〝
感
謝
し
た
い
〞

と
い
う
気
持
ち
が
募
っ
て
き
ま

丹下一郎 氏

故 清信弘雄 氏

し
た
。
昭
和
30
年
代
当
時
と
現

在
の
外
科
手
術
レ
ベ
ル
の
相
違

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
当
時
に

お
い
て
最
善
を
尽
く
し
て
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
す
べ

て
な
の
で
す
。
亡
き
母
は
慈
恵

医
大
（
実
父
・
内
科
医
の
母

校
）
に
献
体
し
た
人
間
で
す

が
、
篤
志
献
体
の
組
織
「
白
菊

会
」
の
あ
る
年
の
定
例
総
会

で
、
矯
正
歯
科
医
の
福
原
達
郎

先
生
（
昭
和
大
名
誉
教
授
）
が

そ
の
特
別
講
演
の
中
で
、「『
医

療
人
は
患
者
に
対
し
て
の
治
療

に
は
最
善
を
尽
く
し
、
患
者
の

気
持
ち
を
鑑
み
る
上
で
は
優
し

過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
』
と
述
べ
た
よ
う
で
、
そ
の

言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

る
」
と
生
前
、
母
は
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
般
的
に
口
唇
口
蓋
裂
の
治

療
に
は
、
口
腔
外
科
、
矯
正
歯

科
、
小
児
歯
科
、
一
般
歯
科
、

形
成
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
言

語
療
法
な
ど
が
関
わ
る
分
野
で

す
が
、
各
専
門
家
が
患
者
へ
の

思
い
を
込
め
て
最
善
を
尽
く
し

て
の
治
療
が
あ
っ
た
こ
と
で
、

現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
を
改

め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。
振
り

返
る
と
特
に
、
今
で
い
う
「
か

か
り
つ
け
歯
科
医
」
で
あ
っ
た

故
清
信
弘
雄
先
生
を
始
め
と

す
る
歯
科
医
師
・
歯
科
関
係
者

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

り
、
ま
た
今
回
、
コ
ラ
ム
を
書

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
改
め
て
歯
科
が
も
う
少
し

社
会
か
ら
正
当
に
評
価
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
時
に
は
耳

の
痛
い
指
摘
な
ど
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
さ
や
か
な

経
験
か
ら
の
思
い
を
綴
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１枚のハガキに募る　 感謝の思い感謝の思い

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。  

日日  時時：：10月 20日（木） 午後 2時～5時 

定定  員員：：6名（各３名。相談時間は 1人 1時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談
相談 

 

トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

むむ 

おくむら ・ まさる オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴任
・退社。さらに医学情報社創刊
雑誌の編集長歴任。その後、独
立しオクネットを設立。「歯科ニ
ュース」「永田町ニュース」をネ
ット配信。明治大学校友会代議
員(兼墨田区地域支部長)、明大
マスコミクラブ会員。

N A R R A T I V E V o l . 1

１木　23年度東京都予算要請、都民フ
　　　ァーストの会・立憲民主党ヒア
　　　リング、第１回共済研究会
２金　第６回総務会議
５月　第６回経営管理部会、第３回東
　　　京反核医師の会世話人会
６火　第６回広報・ホームページ部会
７水　社保研究会、休保審査会(医科）

　　　部会、厚労省要請（保団連）
16金　第５回政策委員会
20火　第５回社保･学術部会
21水　第１回50周年準備委員会
22木　第11回理事会、第５回「保険で
　　　良い歯を」全国連絡会世話人会
24土　休保審査会（全国）、反核医師
　　　のつどいｉｎ兵庫

奥村 勝
Masaru Okumura

歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

８木 第10回理事会
９金 第３回メディア懇談会
12月 第５回地域医療部会
13火 第６回共済部会 
14水 シャープニング・ＳＲＰ実習 （シ
 ャープニング編）、 院内感染
 止対策講習会
15木 会員相談デー、第4回医事相談

26月　第1回これから始める！歯科訪
　　　問診療講習会(請求編) 
27火　第６回保険医協会健康まつり
　　　2022実行委員会、医科歯科連携
　　　委員会･合同会議
28水　第６回組織部会
29木　第１回学術研究会
30金　第４回「保険でよい『歯』を」
　　　東京連絡会世話人会

（ 1 0）第６３１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）１０月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

　

◆
第
９
回
理
事
会
◆

８
月
25
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
40
分
。
会
長
、
副

会
長
５
名
、
理
事
15
名
、
監

事
２
名
、
事
務
局
14
名
の
出

席
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
導
入
義
務
化
に
つ
い

て
、
中
医
協
（
８
月
３
日
・

10
日
）、
社
保
審
医
療
保
険

部
会
（
８
月
19
日
）
で
の
議

論
を
確
認
。
義
務
化
撤
回
に

向
け
Ｆ
Ａ
Ｘ
とG

oogle

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
署
名
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、
患
者
向
け
ポ
ス
タ
ー

（
今
ま
で
通
り
健
康
保
険
証

で
受
診
で
き
る
こ
と
を
周
知

す
る
院
内
掲
示
用
）
を
全
国

保
険
医
新
聞
９
月
15
日
号
と

合
送
す
る
こ
と
を
確
認
。
ま

た
、
宣
伝
用
チ
ラ
シ
を
未
入

会
員
に
も
送
付
す
る
こ
と
の

提
案
を
確
認
。
②
２
０
２
３

年
度
東
京
都
予
算
要
請
、
都

議
会
各
会
派
と
の
懇
談
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
実
施
を
確
認
。
③

「
保
険
医
協
会　
健
康
ま
つ

り
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
９

月
１
日
か
ら
公
開
と
な
る
こ

と
、
月
刊
保
団
連
９
月
号
に

宣
伝
用
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る

こ
と
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
第

４
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
８
月
６
日
）、
第
８
回
保

団
連
理
事
会
（
８
月
７
日
）

の
報
告
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
９
月

１
日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
８
月
１

日
付
会
員
数
５
９
４
４
名

（
入
会
19
名
、退
会
14
名
）。

　

◆
第
10
回
理
事
会
◆

９
月
８
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
９
時
30
分
。
会
長
、
副

会
長
５
名
、
理
事
16
名
、
監

事
２
名
、
事
務
局
15
名
の
出

席
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
10

月
か
ら
の
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
２
割
化
に
伴
う
「
配
慮

措
置
」
や
負
担
上
限
額
を
超

え
た
場
合
の
事
前
登
録
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
協

議
。
一
部
負
担
金
の
計
算
方

法
や
受
領
方
法
な
ど
、
制
度

に
つ
い
て
の
周
知
が
不
十
分

で
患
者
へ
の
説
明
も
難
し

く
、
診
療
現
場
で
は
混
乱
を

来
す
こ
と
の
懸
念
が
出
さ
れ

た
。
②
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化

の
撤
回
を
求
め
る
取
り
組
み

と
し
て
、
署
名
と
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
状
況
の
報
告
を
確

認
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務
化
の

撤
回
を
求
め
る
」
理
事
会
声

明
（
案
）
を
協
議
の
う
え
、

発
出
す
る
こ
と
を
承
認
。
③

２
０
２
３
年
度
東
京
都
予
算

要
請
・
都
議
会
各
会
派
と
の

懇
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
報
告

を
確
認
。
④
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
医
療
機
関
へ
の
支
援
金
な

ど
を
求
め
る
自
治
体
宛
て
の

要
望
書
」
の
提
出
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
10
月

１
日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
９
月
１

日
付
会
員
数
５
９
２
７
名

（
入
会
３
名
、退
会
20
名
）。

2022年度
第9・10回
理 事 会



―
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
？

　
ま
ず
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
」と
は
、

「〝
適
格
〟請
求
書
等
」と
い
う
意

味
で
す
。英
語
で
の「
イ
ン
ボ
イ

ス（
＝inv

oice

）」は
単
な
る

「
請
求
書
」と
い
う
意
味
で
す

が
、導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
で
の「
イ
ン
ボ
イ
ス
」は
、「〝
適

格
〟請
求
書
等
」を
意
味
し
て
い

ま
す
。「〝
適
格
〟請
求
書
等
」と

は
、今
ま
で
の
請
求
書
や
領
収

書
に
、登
録
番
号
、消
費
税
率
、

消
費
税
額
な
ど
消
費
税
法
が
定

め
た
事
項
を
記
載
し
た
も
の
の

う
ち
、税
務
署
に
登
録
申
請
し

税
務
署
長
が
認
め
た
事
業
者
の

み
が
発
行
で
き
る
書
類
を
指
し

ま
す
。な
お
、23
年
10
月
１
日
以

降
は
、請
求
書
等
の
記
載
事
項

が「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存

方
式
」か
ら「〝
適
格
〟請
求
書
等

保
存
方
式
」に
変
更
に
な
り
ま

す
。「〝
適
格
〟請
求
書
等
」は
、納

付
消
費
税
を
計
算
す
る
際
に
、

そ
の
事
業
者
が
支
払
っ
た
消
費

税
の
金
額
の
証
明
書
と
な
り
ま

す
。よ
っ
て
、「〝
適
格
〟請
求
書

等
」が
な
い
と
、消
費
税
の
計
算

時
に
消
費
税
額
控
除
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。歯
科

医
療
機
関
の
売
上
の
相
手
の
多

―
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の

影
響
は
ど
こ
ま
で
？

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
は
、

直
接
的
に
は
事
業
者
に
対
し
て

影
響
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、結
果

的
に
は「
弱
者
で
あ
る
事
業
者

や
生
活
者
」に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、財
務
省

の
説
明
で
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
開
始
に
よ
り
、国
に
消
費

く
は
、消
費
税
を
計
算
し
な
い

消
費
者
で
す
の
で
、適
格
請
求

書
等
を
発
行
で
き
な
く
て
も
よ

い
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
歯
科
医
療
機

関
は
消
費
税
の
免
税
事
業
者
で

あ
る
た
め
、適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
の
登
録
を
し
て
し
ま
う

と
、そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
な

い
限
り
消
費
税
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、登
録
を
す

る
際
は
注
意
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
次
号
で
説
明
し
ま
す
。

税
増
税
分
と
し
て
２
千
480
億
円

増
収
が
あ
り
、1
事
業
者
あ
た

り
15
万
円
の
新
た
な
負
担
増
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、物
価
が
上
昇
す
る
可
能
性

が
高
く
、生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
ま
す
。

　
今
号
で
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
と
影
響
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
し
ま
し
た
。次
号
で
は
、

歯
科
医
療
機
関
が
買
い
手
と
売

り
手
の
立
場
で
の
必
要
な
対
応

に
つ
い
て
詳
し
く
掲
載
い
た
し

ま
す
。イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
の
ご
質
問
等
は
経
営
管
理
部

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（ 1 1） 第６３１号 ２０２２年（令和４年）１０月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

CNNポルトガルから取材受ける

８
月
４
日
、
原
水
爆
禁
止
２

０
２
２
年
世
界
大
会
に
参
加
し

て
い
た
矢
野
正
明
理
事
（
反
核

平
和
担
当
）
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ 

Ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
ｕ
ｇ
ａ
ｌ
（
ポ
ル
ト
ガ

ル
）
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
た
。
広
島
平
和
記

念
公
園
で
東
京
反
核

医
師
の
会
の
旗
を
掲

げ
て
記
念
撮
影
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
取
材

の
依
頼
を
受
け
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

取
材
で
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
の
団
体
で
反
核
平
和
の
運
動

を
続
け
て
き
た
経
緯
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
の

核
兵
器
使
用
の
可
能
性
を
危
惧

し
て
い
る
こ
と
、
岸
田
文
雄
首

相
は
核
兵
器
保
有
国
と
非
核
兵

器
保
有
国
の
橋
渡
し
を
す
る
と

い
っ
て
い
る
が
第
１
回
核
兵
器

禁
止
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
さ
え
し
て
い
な
い
こ

と
、
広
島
市
主
催
の
平
和
記
念

式
典
に
国
連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
も
参
列

す
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

矢
野
理
事
は
「
英
語
で
質
問

さ
れ
大
変
驚
い
た
が
、
な
ん
と

か
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｃ

Ｎ
Ｎ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
に
動
画
が
ア
ッ

プ
さ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
全
世
界
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
導
入
が
、
2
０
２
３
年
10
月
１
日
に
開
始
と
な
り
、
導
入
開
始
ま
で

あ
と
１
年
と
な
る
。
対
応
に
は
早
め
の
準
備
が
必
要
と
な
る
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
ま
だ
広
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状

だ
。「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
何
か
」「
影
響
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
」「
歯
科
医
療
機
関
が
必
要
な
対
応
は
何
か
」
な
ど
、
10
月
号

・
11
月
号
と
２
回
に
わ
た
り
、
当
会
顧
問
税
理
士
が
解
説
す
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
正
体
　
　
　
　

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

全
世
界
へ

東京反核医師の会CNN Portugal

原水爆禁止２０２２年世界大会

広島平和記念公園でCNN 
Portugal（ポルトガル）の取
材を受ける矢野氏。

詳細なインタビューの様子は
QRコードからアクセス▶

資 料 請 求

制 度 の 概 要 と 影 響

前
編  

免税事業者 簡易課税の 
事業者 課税事業者

不要 不要 必要

インボイス制度の対応が必要な業者とは（※買い手の立場のみ考えた場合）

　　　　荒川 俊之 協会顧問税理士
税理士法人税制経営研究所 

　

機
関
紙
９
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
か
ら
抜
粋

し
ま
し
た
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
125125125125

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
原
則
義
務
化

さ
れ
ま
す
。
先
生
は
シ
ス
テ

ム
導
入
や
原
則
義
務
化
に
つ

い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

・
維
持
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
に
関
し
て
多
く
の
問
題
が

あ
る
中
、
一
律
義
務
化
に
は

反
対
す
る
。 

（
他
７
名
）

・
現
状
で
の
原
則
義
務
化
は
反

対
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思

う
が
、
コ
ス
ト
意
識
の
乏
し

い
現
状
の
シ
ス
テ
ム
で
は
費

用
負
担
の
割
に
得
る
こ
と
が

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り

に
も
乏
し
い
。 

（
他
５
名
）

・
導
入
を
前
提
に
安
心
安
全
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。 

（
他
２
名
）

・
機
械
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不

具
合
が
出
た
時
の
対
処
が
不

安
で
す
。 

（
他
１
名
）

・
導
入
に
賛
成
。 

（
他
１
名
）

・
機
械
が
高
す
ぎ
る
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
は

論
外
で
す
。
昨
年
導
入
し
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。
１
週
間
に
１
～

２
人
位
で
す
。

・
将
来
的
に
進
め
て
い
っ
て
良

い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は

国
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
の
後
に
や
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
義
務

化
に
す
る
な
ら
、
こ
ち
ら
の

負
担
金
も
ゼ
ロ
で
お
願
い
し

た
い
。

・
原
則
義
務
化
と
さ
れ
戸
惑
っ

て
い
ま
す
。
導
入
し
て
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
持
っ
て
く
る

患
者
さ
ん
が
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
疑
問
で
す
。

・
導
入
し
ま
せ
ん
と
保
険
請
求

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
厚
労
省
は
強
引
だ
と

思
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
で
な
く
、
現
場
の
問
題
に

耳
を
傾
け
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ

い
て
、
患
者
さ
ん
に
説
明
を

求
め
ら
れ
た
り
、
実
際
に
導

入
し
て
良
か
っ
た
点
や
悪
か

っ
た
点
、
ま
た
課
題
を
感
じ

た
り
す
る
部
分
は
あ
り
ま
す

か
。

・
今
の
と
こ
ろ
、
誰
一
人
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
触
れ
た

患
者
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
。 

 

（
他
７
名
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

受
診
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん

は
皆
無
で
す
。
逆
に
Ｉ
Ｔ
業

界
に
お
勤
め
の
患
者
さ
ん
に

こ
の
件
に
関
す
る
意
見
を
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
不
便

に
な
る
だ
け
で
、
ま
っ
た
く

興
味
を
持
て
な
い
」
と
の
声

ば
か
り
で
し
た
。

・
個
人
情
報
の
管
理
を
医
療
機

関
に
押
し
付
け
な
い
で
ほ
し

い
で
す
。

・
結
局
、
保
険
証
も
提
示
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

・
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。



　10月に歯科用貴金属の随時改定が行われ、歯科鋳造用金銀パラジウム合金が1
ｇ3,715円から１ｇ3,481円、歯科鋳造用14カラット金合金鉤が１ｇ6,702円から１ｇ
6,626円、歯科鋳造用銀合金第１種が１g152円から１g145円に、同２種が１ｇ185円
から１ｇ178円に引き下げになる。それに伴い、10月以降の各点数が下記、表のとお
り改定される。

金銀パラジウム合金等 引き下げに

銀合金、メタルコアおよび銀合金、メタルコアおよび1414Kも改定Kも改定 

区 分 9月まで

➡

10月～

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純なもの）

大臼歯

637点 608点
インレー（複雑なもの） 1,110点 1,058点

4/5冠 1,349点 1,284点
全部金属冠 1,762点 1,679点

インレー（単純なもの）

小臼歯・前歯

494点 475点
インレー（複雑なもの） 888点 850点

3/4冠 1,117点 1,070点
4/5冠 1,057点 1,010点

全部金属冠 1,390点 1,331点

接着冠
前歯 1,117点 1,070点
小臼歯 1,057点 1,010点
大臼歯 1,349点 1,284点

レジン前装金属冠
前歯 2,340点 2,266点
小臼歯 2,340点 2,266点

鋳造ポンティック
大臼歯 1,939点 1,845点
小臼歯 1,568点 1,496点

レジン前装金属ポンティック
前歯 2,085点 2,028点
小臼歯 1,768点 1,696点
大臼歯 1,999点 1,905点

双子鉤（鋳造鉤）
大・小臼歯 1,459点 1,383点
犬歯・小臼歯 1,196点 1,137点

二腕鉤（鋳造鉤）
大臼歯 1,061点 1,009点

犬歯・小臼歯 953点 908点
前歯 901点 859点

コンビネーション鉤
前歯 569点 548点

犬歯・小臼歯 595点 573点
大臼歯 649点 623点

鋳造バー 2,388点 2,266点

ローチのバークラスプ
1歯 1,439点 1,363点
2歯以上 1,459点 1,383点

根面被覆
前歯・小臼歯 494点 475点
大臼歯 637点 608点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 1,187点 1,149点
大臼歯 1,409点 1,357点

区 分 9月まで

➡

10月～

銀
合
金

インレー（単純なもの）

大臼歯

213点 212点
インレー（複雑なもの） 324点 322点

4/5冠 362点 360点
全部金属冠 518点 515点

インレー（単純なもの）

小臼歯・前歯
・乳歯

204点 204点
インレー（複雑なもの） 314点 313点

3/4冠 406点 405点
4/5冠 346点 345点

全部金属冠 501点 499点

接着冠
前歯 406点 405点
小臼歯 346点 345点
大臼歯 362点 360点

レジン前装金属冠
前歯 1,277点 1,273点
小臼歯 1,277点 1,273点

鋳造ポンティック
大臼歯 485点 483点
小臼歯 485点 483点

レジン前装金属ポンティック
前歯 1,245点 1,243点
小臼歯 699点 697点
大臼歯 559点 557点

根面被覆
前歯・小臼歯 204点 204点
大臼歯 213点 212点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 613点 612点
大臼歯 623点 621点

メタルコア
大臼歯 257点 253点

小臼歯・前歯 200点 198点

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

インレー（複雑なもの） 1,336点 1,324点
3/4冠 1,685点 1,670点

双子鉤（鋳造鉤）
大・小臼歯 1,618点 1,603点
犬歯・小臼歯 1,364点 1,351点

二腕鉤（鋳造鉤）
大臼歯 1,344点 1,331点

犬歯・小臼歯 1,087点 1,077点
前歯 891点 883点

線鉤
双子鉤 876点 869点

二腕鉤（レスト付） 660点 654点

第３回メディア懇談会
◆“オン資”は「患者メリット感じない」

　メディアから意見次々

◆「初めて聞いた」75歳以上負担２割化

　“配慮措置”も議題に

協
会
は
９
月
９
日
、
第
３
回

（
通
算
91
回
）
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
。
馬
場
安
彦

副
会
長
が
説
明
、
広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
部
長
の
早
坂
美
都
理

事
が
司
会
を
務
め
、
関
連
メ
デ

ィ
ア
各
社
が
参
加
し
た
。
今
回

は
、
①
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化
、
②

２
０
２
３
年
度
東
京
都
予
算
要

請
・
都
議
会
会
派
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

③
10
月
か
ら
の
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
２
割
化
に
つ
い
て
な
ど

を
議
題
と
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
導
入
の
義
務
化
に
つ
い

て
、
協
会
は
義
務
化
に
反
対
し

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
。

会
員
か
ら
は
導
入
・
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
不
安
、
患
者
へ
の

周
知
不
足
な
ど
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

そ
れ
を
受
け
た
メ
デ
ィ
ア
か

ら
は
、
将
来
的
な
医
療
Ｄ
Ｘ
の

重
要
性
に
触
れ
つ
つ
も
、「
シ
ス

テ
ム
導
入
の
議
論
が
業
界
内
に

留
ま
り
、患
者
ま
で
届
い
て
い

な
い
」と
い
う
懐
疑
的
な
意
見
が

続
出
。「
受
診
す
る
立
場
に
立
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
」な
ど
、一
患

者
と
し
て
の
声
も
上
が
っ
た
。

同
じ
く
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
２
割
化
に
関
し
て
も
、
配
慮

措
置
や
制
度
上
の
不
明
確
な
部

分
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
。
配

慮
措
置
を
「
初
め
て
聞
い
た
」

と
い
う
参
加
者
も
複
数
お
り
、

馬
場
副
会
長
も
、
実
際
に
窓
口

で
負
担
割
合
の
違
う
患
者
を
ど

の
よ
う
に
見
分
け
る
か
、
ど
の

よ
う
に
患
者
に
説
明
す
る
の
か

な
ど
、
運
用
上
の
疑
問
、
問
題

点
を
メ
デ
ィ
ア
に
訴
え
た
。
ま

た
、
手
書
き
レ
セ
プ
ト
の
診
療

所
に
と
っ
て
、
複
雑
な
計
算
を

要
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
窓
口

業
務
の
混
乱
を
き
た
す
可
能
性

な
ど
に
も
言
及
し
た
。

そ
の
ほ
か
、要
望
書
「
歯
科

医
療
機
関
へ
の
『
令
和
４
年
度

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
』
の
活
用
を
求
め
ま

す
」
を
東
京
都
に
提
出
し
た
こ

と
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

（写真左から）馬場安彦副会長、早坂美都理事

　本紙では、2023年新春１月号の紙面を彩る写真を募集
をしています。テーマは『未来』。スマートフォンで撮影
した写真も応募可能です。先生方が見据える未来を表現
した１枚をご応募ください。ご家族や診療所のスタッフ
の皆さまからのご応募もお待ちしております。
◆締め切り　11月30日（水曜日）必着
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横山 靖弘
（理事／港区）

ま
ず
協
会
に
入
会
し
た
ら
、

三
大
共
済
制
度
に
加
入
申
し
込

み
を
し
ま
し
ょ
う
。
歯
科
医

師
に
は
公
的
な
保
障
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、休
業
時
や

万
が
一
の
時
の
十
分
な
備

え
が
必
要
で
す
。掛
金
が
お

得
な
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
、「
病

気
」や「
け
が
」に
備
え
た
休
業
保

障
共
済
保
険
、金
利
が
つ
い
て
資

産
形
成
に
有
利
な
保
険
医
年
金

制
度
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。３
つ

す
べ
て
に
早
め
の
加
入
申
し
込

み
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

次
に
保
険
医
に
と
っ
て
重
要
な

２
年
に
１
度
の
診
療
報
酬
改
定

で
す
が
、
会
費
を
払
っ
て
新
点

数
説
明
会
に
参
加
し
た
だ
け
で

終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
協
会

は
社
保
・
学
術
部
、
経
営
管
理

部
、
医
事
相
談
部
、
地
域
医
療

部
な
ど
の
専
門
部
に
分
か
れ
て

会
員
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社

保
・
学
術
部
は
保
険
請
求
、
返

戻
、
査
定
へ
の
電
話
対
応
や
研

究
会
、
開
業
時
の
新
規
指
導
に

備
え
る
相
談
、
各
種
研
究
会
・

講
習
会
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
か
ら
最

先
端
ま
で
、
各
分
野
を
代
表
す

る
講
師
を
選
定
し
、
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
な
保

険
の
ル
ー
ル
を
解
説
す
る
新
規

開
業
医
講
習
会
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

経
営
管
理
部
は
、
経
営
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
や
労
務
・

税
務
、
法
律
、
医
療
安
全
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
の
助
成
金
な
ど
に
つ
い

て
、
お
電
話
な
ど
で
お
答
え
し

て
い
ま
す
。
月
に
一
度
の
顧
問

弁
護
士
・
税
理
士
の
無
料
相
談

デ
ー
や
施
設
基
準
に
関
す
る
講

習
会
、
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
向
け
て
の
講
習
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

医
事
相
談
部
は
、
患
者
さ
ん

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
個
別
指
導
や

監
査
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し

て
い
る
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

協
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
医
療
部
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
要
と
な
る
歯

科
訪
問
診
療
に
取
り
組
み
、
増

え
続
け
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
訪
問
診
療
関

連
の
講
習
会
等
を
行
い
、
訪
問

診
療
に
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て
い

る
先
生
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

現
在
、講
習
会
・
研
究
会
な
ど

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
も
併
用
し
な
が
ら
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
会
場
参
加
が
不
安
な

方
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。協
会
の
会
員
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
フ
ル
活
用
し
て
い
た

だ
き
、さ
ら
に
新
入
会
員
を
ご

紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

保険医協会のサポート体制を
十分活用してますか！？
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